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外交の　背中を後押し　民の声
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今月の表紙
ねむろ太鼓保存会

五十周年記念公演『鼓響』
　ねむろ太鼓保存会の発足５０周年を記念した公演
『鼓響（こきょう）』が開かれ、総合文化会館大ホー
ルを埋め尽くす市民らを迫力ある演奏で魅了しまし
た。《１８p掲載》
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市民誰もが住み慣れた根室で生き生きと暮らす。

令和6 年度市政方針
　

元
日
に
石
川
県
の
能
登
半
島
を
襲
っ
た
最
大

震
度
７
の
大
地
震
。

　

北
陸
地
方
を
中
心
に
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
未
だ
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

被
災
者
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

厳
冬
期
の
家
屋
崩
壊
、
火
災
、
停
電
、
断
水
、

通
信
不
能
に
交
通
遮
断
。

　

被
災
地
・
被
災
者
の
立
場
に
立
っ
て
で
き
る

こ
と
は
何
か
。

　

同
じ
半
島
で
あ
る
根
室
市
。

　

こ
の
度
の
厳
し
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
、
こ
の
発
災
を
自
分
事
と
し
て
共
有
し
た
中

で
、
市
民
皆
様
の
生
命
や
財
産
、
暮
ら
し
を
守

る
た
め
に
も
、先
般
改
正
さ
れ
た
「
日
本
海
溝
・

千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
特
措
法
」
も
活
用

し
な
が
ら
、
防
災
・
減
災
対
策
の
更
な
る
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
状
況
に
戻
る
べ
く
、

様
々
な
経
済
活
動
が
活
発
に
な
る
な
ど
、
今
後

の
景
気
の
好
循
環
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
依

然
と
し
て
資
材
や
燃
油
、生
活
関
連
物
資
な
ど
、

様
々
な
価
格
が
高
騰
し
、市
民
生
活
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
業
種
業
態
に
そ
の
影
響
が
及
ん
で
い

ま
す
。

　

市
中
経
済
の
回
復
、
安
心
し
た
暮
ら
し
の
実

現
、
次
世
代
に
確
か
な
根
室
を
引
き
継
い
で
行

く
た
め
に
も
、
水
産
業
、
農
畜
産
業
に
観
光
、

商
工
業
等
を
加
え
た
足
腰
の
強
い
経
済
基
盤
を

確
立
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
市
民
皆

様
と
と
も
に
、
ま
た
、
産
業
経
済
界
の
皆
様
と

の
連
携
の
も
と
、
市
政
運
営
に
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
支
援　

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
医
療
費
の

完
全
無
償
化
な
ど
、
７
つ
の
無
償
化
を
実
現

し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

本
年
度
、「
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

の
移
転
改
修
工
事
に
着
手
し
、
障
が
い
児
支
援

の
充
実
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
「（
仮
称
）
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
運
用
を
見
据
え
、
健
康
福
祉
部
内
に

「
こ
ど
も
支
援
課
」
を
新
設
し
、「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」
に
係
る
業
務
を
一
元
化
す
る
と
と

も
に
、「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
、
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
子
育
て
に
や
さ

し
い
ま
ち
に
磨
き
を
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

医
療　

社
会
生
活
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
戻
り

つ
つ
あ
る
も
の
の
、
医
療
現
場
に
お
い
て
は
、

専
用
病
床
の
確
保
と
と
も
に
、
感
染
者
の
受
け

入
れ
な
ど
が
続
い
て
お
り
、
未
だ
厳
し
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
、
医
療
体
制
を
守

り
育
て
て
い
く
と
い
う
意
識
の
醸
成
・
共
有
を

図
り
、
市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
確

保
、
定
着
対
策
を
進
め
な
が
ら
、
将
来
を
見
据

え
た
人
材
育
成
に
も
取
り
組
み
、
北
海
道
や
関

係
機
関
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
安
定
的
な
地

域
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

水
産
業
の
振
興　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
起
因

し
、
北
方
四
島
周
辺
海
域
に
お
け
る
安
全
操
業

に
係
る
日
ロ
政
府
間
交
渉
が
実
施
で
き
な
い
な

ど
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
長
期
か
つ

安
定
的
な
「
国
際
漁
業
」
の
権
益
を
将
来
に
わ

た
っ
て
堅
持
す
る
た
め
、
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
国
等
に
対
し
て
、
そ
の
実
現
を
強
く
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
沿
岸
漁
業
資
源
の
維
持
・
増
大
を
図

る
た
め
、
ホ
タ
テ
漁
業
の
安
定
化
に
向
け
た
種

苗
放
流
や
ヒ
ト
デ
駆
除
、コ
ン
ブ
資
源
の
増
大
、

赤
潮
被
害
の
影
響
を
受
け
た
ウ
ニ
な
ど
の
資
源

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
引
き
続
き
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
に
お
け
る
陸
上
養
殖
の
展
開

を
見
据
え
、
本
年
度
、
新
た
に
「
陸
上
養
殖
研

究
開
発
事
業
」
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
海
面

に
お
け
る
「
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
養
殖
実
証
試

験
」
を
継
続
す
る
な
ど
、
本
市
の
特
色
を
活
か

し
た
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
の
定
着
化
と
持

続
可
能
な
漁
業
生
産
体
制
の
構
築
に
向
け
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
子
育
て
・
医
療
」
の

充
実

01

根室市長 石垣 雅敏

重
点
施
策

重
点
施
策

は
じ
め
に

は
じ
め
に

足
腰
の
強
い
「
産
業
・

経
済
基
盤
」
の
確
立

02

市民の健康を守る市立根室病院
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農
畜
産
業
の
振
興　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
に

よ
る
生
産
抑
制
基
調
か
ら
の
転
換
や
プ
ー
ル
乳

価
の
値
上
げ
な
ど
の
明
る
い
話
題
が
あ
る
も
の

の
、
飼
料
・
肥
料
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
生
産

資
材
の
高
騰
、
担
い
手
・
後
継
者
不
足
な
ど
、

酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
者
に
対
す
る
支
援
は
も
と
よ
り
、

農
協
を
は
じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
、
安
定
的
な
酪
農
・
農
業
経
営
に
向
け
た

施
策
等
に
つ
い
て
、
国
や
道
に
対
し
求
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
将
来
の
地
域
農
業
・
農
地
利
用
の
姿

を
見
通
す
「
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
」策
定
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
・
観
光
業
の
振
興　

全
国
的
に
労
働
力
の

中
核
を
担
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

特
に
商
工
業
分
野
で
は
、
人
手
不
足
問
題
が

年
々
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、商
工
業
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、

昨
年
度
創
設
し
た
「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」、

「
中
小
企
業
者
等
資
格
取
得
費
支
援
補
助
制
度
」

に
加
え
、
本
年
度
、
新
た
に
「
社
宅
建
設
等
支

援
補
助
制
度
」
を
創
設
し
、
市
内
事
業
者
に
お

け
る
人
材
確
保
の
取
り
組
み
へ
の
支
援
を
強
化

す
る
な
ど
、
人
材
育
成
と
雇
用
安
定
化
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
増
加
に
向
け
て
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
展
開
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
等
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
観
光
情

報
発
信
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
世
代
を
越
え
て
安
全
と
安
心
を
未
来
へ
」

を
基
本
理
念
と
す
る
「
市
役
所
新
庁
舎
」
が
本

年
度
よ
り
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
迅
速
な
災
害
応

急
活
動
を
可
能
と
す
る
災
害
対
応
拠
点
施
設
と

し
て
、
強
固
な
体
制
で
防
災
・
減
災
対
策
に
臨

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

巨
大
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
対
策
の
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
は
、昨
年
策
定
し
た「
津

波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た
多

重
防
御
の
考
え
の
も
と
、
総
合
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
や
爆
弾
低
気
圧
、
暴
風
雪
な
ど

に
よ
る
大
規
模
な
自
然
災
害
を
想
定
し
な
が

ら
、
避
難
所
機
能
の
充
実
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
ほ
か
、
情
報
伝
達
手
段
の
拡
充
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
長

年
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
平
和
条
約
交
渉
の
中

断
、北
方
四
島
交
流
事
業
や
自
由
訪
問
の
停
止
、

さ
ら
に
は
人
道
的
見
地
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
北

方
墓
参
も
実
施
の
見
通
し
が
立
た
な
い
な
ど
、

日
露
関
係
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
事
態
が
長
期
化
す
る
中
で
北
方
領
土
問
題

が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
国
民
の
関
心
が
薄
れ
て

い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

国
に
対
し
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
一
日

も
早
い
収
束
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け

た
平
和
条
約
締
結
交
渉
等
の
再
開
に
最
大
限
努

め
、
北
方
四
島
交
流
等
事
業
の
再
開
に
向
け
、

要
望
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
著
し
い

元
島
民
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
事
業
、
と
り
わ

け
北
方
墓
参
の
早
期
再
開
を
最
優
先
に
取
り
組

む
よ
う
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
「
原
点
の

地
」
の
責
務
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
国
民
世
論

の
喚
起
・
高
揚
は
も
と
よ
り
、
厳
し
い
時
だ
か

ら
こ
そ
原
点
に
帰
り
、
粘
り
強
く
、
全
力
で
返

還
要
求
運
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
防
災
・
減
災
対
策
」の
強
化

03

「
北
方
領
土
問
題
」
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

04

根室地域の冷涼な海域の特性を利用した、
トラウトサーモンの海面養殖試験

根室市観光PR動画
「DEEP　HOKKAIDO　NEMURO」

５月７日の業務開始を予定する
根室市役所新庁舎

北方墓参の見通しが立たず、
北方四島交流等事業使用船舶

「えとぴりか」で洋上慰霊を実施
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主
要
施
策

　

市
民
誰
も
が
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送

ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
指
針
と
な
る
「
健
康
増
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
健
康
相
談
や
健
康
教
育
・

訪
問
指
導
等
の
充
実
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

の
た
め
の
食
生
活
改
善
知
識
の
普
及
・
啓
発
の

ほ
か
、
特
定
健
診
等
の
受
診
率
向
上
や
生
活
改

善
、
重
症
化
予
防
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
健
康
意
識
や
知
識
の
向
上
と
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
立
根
室
病
院　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
や
救
急

告
示
病
院
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
市
民
生

活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
、
医
療
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
市
民
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
た
良
質
な
医
療
提
供
体
制
の
確

保
・
充
実
の
た
め
、
道
内
外
の
大
学
や
関
係
機

関
等
と
連
携
・
協
力
し
、
医
師
や
看
護
師
な
ど
、

医
療
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
病
院
経
営
を
目
指
し
、

院
長
と
と
も
に
体
制
充
実
や
経
営
改
善
に
取
り

組
み
ま
す
。

子
育
て
支
援　

本
年
度
、
新
た
に
妊
婦
健
診
や

産
婦
健
診
、
１
か
月
児
健
診
に
係
る
費
用
を
完

全
無
償
化
し
、
未
受
診
等
が
な
い
よ
う
経
済
的

負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
産
後
の
初
期
段
階
に

お
け
る
母
子
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
幼
児
フ
ッ
素
塗
布
に
係
る
費
用
も
完
全

無
償
化
し
、
対
象
年
齢
や
回
数
を
拡
大
す
る
な

ど
、
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保
対
策　
　

幼
稚
園
教
諭
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
支

援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
担
い
手
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
「
子
育
て
支
援
員
研

修
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
人

材
の
確
保
と
育
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

高
齢
者
介
護
・
福
祉
の
充
実　

引
き
続
き
、
医

療
、
保
健
、
福
祉
な
ど
関
係
機
関
と
の
情
報
共

有
、
連
携
強
化
に
努
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
対
策　

介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
対
策
協
議
会
と
連
携
し
、
就
労
を
希

望
す
る
潜
在
的
な
人
材
の
掘
り
起
こ
し
や
移
住

介
護
職
に
向
け
た
支
援
策
を
引
き
続
き
進
め
る

と
と
も
に
、
介
護
に
従
事
す
る
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
育
成
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実　

生
き
が
い
づ
く
り
等
の

活
動
拠
点
と
な
る
「（
仮
称
）
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
の
建
替
え
に
つ
い
て
、
基
本
設
計
に
着

手
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉　
「
障
が
い
者
計
画
」
等
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

障
が
い
者
・
障
が
い
児
は
も
と
よ
り
、
難
病
患

者
や
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
及
び
そ
の

家
族
等
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

自
立
生
活
支
援　

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も

と
、
生
活
保
護
が
必
要
と
さ
れ
る
方
へ
の
適
正

な
保
護
の
実
施
と
、
被
保
護
者
や
生
活
困
窮
者

の
自
立
に
向
け
た
各
種
相
談
支
援
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、「
未
来
応
援
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

に
よ
る
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
支
援
の
実
施

な
ど
、誰
も
が
貧
困
に
陥
る
こ
と
な
く
社
会
的
・

経
済
的
自
立
を
図
ら
れ
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な

い
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

消
防
・
救
急　

切
迫
す
る
千
島
海
溝
沿
い
巨
大

地
震
に
よ
る
津
波
浸
水
・
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、

「
花
咲
港
消
防
分
遣
所
の
高
台
移
転
」
工
事
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
地
震
津
波
災
害
に
対
す

る
消
防
応
援
・
受
援
体
制
を
よ
り
一
層
強
固
な

も
の
に
す
る
た
め
、
災
害
活
動
用
資
機
材
お
よ

び
資
機
材
搬
送
車
両
の
整
備
を
進
め
、
災
害
対

応
能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
性
防
火
水
槽
及
び
消
火
栓
の
新

設
と
消
防
機
械
置
場
の
更
新
を
行
い
、
消
防
力

の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
救
急
救
命
士
の
養
成
並

び
に
教
育
訓
練
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策　

本
年
度
、
沿
岸
地
区
の
津

波
避
難
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
津
波
救
命

艇
を
モ
デ
ル
導
入
し
、
今
後
の
拡
充
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
全
体
の
防
災
力
向
上
の
た
め
、

市
民
や
市
職
員
を
対
象
と
し
た
防
災
士
資
格
取

得
講
習
会
を
市
内
で
開
催
し
ま
す
。

地
域
の
安
全
対
策　

防
犯
対
策
に
か
か
る
広
報

や
啓
発
に
努
め
、
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な

社
会
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
に
重
点
的

に
取
り
組
む
た
め
、新
た
に
自
家
用
車
へ
の「
安

全
運
転
支
援
装
置
搭
載
費
用
助
成
制
度
」
を
創

設
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
な
連

携
・
協
力
の
も
と
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

上
水
道　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
運
営
に

努
め
る
と
と
も
に
、
桂
木
浄
水
場
施
設
の
耐
震

化
事
業
や
老
朽
基
幹
管
路
耐
震
化
事
業
を
継
続

す
る
な
ど
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
上
水
道
施

設
の
計
画
的
な
更
新
や
耐
震
化
対
策
を
進
め
、

安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

下
水
道　

下
水
道
未
接
続
世
帯
へ
の
普
及
促
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
計

画
的
に
更
新
し
、
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
環
境
設　

身
近
な
環
境
の
保
全
と
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
廃
棄
物
の
発
生

抑
制
や
再
使
用
、
再
生
利
用
の
３
Ｒ
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
ほ
か
、
経
年
劣
化
が
進
む
「
じ

ん
芥
焼
却
場
」
の
適
正
な
施
設
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、「（
仮
称
）
新
・
じ
ん
芥
焼
却
場
」

建
設
に
向
け
た
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

市
営
住
宅　
「
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」

に
基
づ
き
、
光
洋
団
地
14
号
棟
の
新
築
工
事
を

互
い
に
支
え
合
い

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

01

安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
都
市
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち

02
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実
施
す
る
と
と
も
に
、
望
洋
団
地
の
長
寿
命
化

改
善
工
事
を
推
進
す
る
な
ど
、
住
環
境
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き

家
等
の
問
題
に
対
し
、
総
合
的
な
対
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
園　

総
合
運
動
公
園
内
に
設
置
の
屋
外
大
型

遊
具
の
更
新
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
喜

び
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公
園
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。

地
域
交
通　

引
き
続
き
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実

証
運
行
の
実
施
な
ど
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
重
要
な
交
通
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
バ
ス
路
線
や
鉄
道
網
な
ど
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

広
域
交
通
網
の
整
備　
「
尾
幌
・
糸
魚
沢
道
路
」

の
整
備
促
進
を
は
じ
め
、「
別
保
・
尾
幌
間
」

の
計
画
段
階
評
価
の
調
査
促
進
を
国
等
に
対
し

強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備　

安
全
な
避
難
経
路
の

確
保
を
目
的
と
し
た
整
備
と
し
て
、
北
方
埋
立

地
迂
回
道
路
や
通
学
路
な
ど
と
し
て
の
利
用
が

多
い
望
洋
団
地
２
号
線
・
縦
６
号
乙
線
の
整
備

を
進
め
る
ほ
か
、
老
朽
化
対
策
と
し
て
、
大
竹

橋
の
橋
り
ょ
う
補
修
事
業
を
進
め
る
な
ど
、
安

全
・
安
心
な
都
市
基
盤
の
維
持
に
取
り
組
み
ま

す
。

重
要
港
湾
根
室
港　

国
が
指
定
す
る
「
農
水
産

物
輸
出
促
進
計
画
に
係
る
連
携
水
揚
港
湾
」
と

し
て
、
引
き
続
き
、
国
直
轄
事
業
で
あ
る
花
咲

港
区
屋
根
付
型
岸
壁
の
改
良
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
根
室
港
区
に
お
い
て
は
、
沿
岸
漁

業
振
興
を
支
え
る
生
産
機
能
の
更
な
る
向
上
の

た
め
、
海
岸
町
物
揚
場
の
改
良
整
備
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震
に
よ
る
津

波
浸
水
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
花
咲
港
区
の
津

波
災
害
時
の
機
能
補
完
や
市
街
地
へ
の
高
潮
等

の
防
災
・
減
災
対
策
、
さ
ら
に
は
、
地
震
・
津

波
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道
太
平
洋
沿

岸
の
各
港
湾
の
災
害
時
に
お
け
る
機
能
代
替
な

ど
に
つ
い
て
、
国
直
轄
事
業
に
よ
る
整
備
を
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
情
報
化　

生
活
イ
ン
フ
ラ
で
も
あ
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
通
信
設
備
の
整
備
を
着
実
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
５
Ｇ
の
利
活
用
に
つ
い
て

も
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
対
す
る
理
解
促
進

に
努
め
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
に
伴
う
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
・
ス

マ
ー
ト
化
な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

教
育
施
策
の
展
開　

教
育
予
算
の
確
保
に
努

め
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
故
郷
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
世
界
へ
視
野
を
広

げ
、
社
会
を
支
え
て
い
く
逞
し
い
人
材
へ
と
成

長
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
す
る
な
ど
、
住
み
慣

れ
た
故
郷
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
・
文

化
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
小
中
一
貫
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進

に
向
け
、
義
務
教
育
学
校
と
し
て
「
厚
床
小
中

学
校
」、「
お
ち
い
し
義
務
教
育
学
校
」
を
開
校

し
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
配
置
計
画
に
基
づ
き
、「
北
斗

小
学
校
校
舎
」
の
基
本
設
計
、「
厚
床
小
中
学

校
後
期
課
程
校
舎
」
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま

す
。

児
童
・
生
徒
の
熱
中
症
対
策　

市
立
学
校
へ
の

空
調
機
器
導
入
を
進
め
、
教
育
環
境
の
改
善
に

努
め
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
充
実　

特
別
支
援
教

育
に
精
通
し
た
新
た
な
人
材
配
置
や
花
咲
港
小

学
校
の
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

学
校
給
食
の
更
な
る
充
実　

無
償
化
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
の
導
入
や
食
育
の
充

実
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
文
化
財
の
保
存
・
活
用
を
図

る
ほ
か
、「
総
合
体
育
会
館
」
建
設
に
向
け
た

基
本
計
画
・
基
本
設
計
の
策
定
や
「
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
」
整
備
な
ど
、

市
民
誰
も
が
気
軽
に
集
え
る
機
能
豊
か
な
施
設

を
目
指
し
て
、
市
民
意
見
を
反
映
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
本
市
教
育
行
政
の
充
実
に
向
け
た
各

種
施
策
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
根
室
市
総
合
教

育
会
議
に
お
け
る
積
極
的
な
情
報
共
有
や
協
議

な
ど
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
内
外
に
お
い
て
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
が
加
速
し
て
い
る
中
、
本
市
の

持
つ
独
自
の
自
然
環
境
や
景
観
を
未
来
に
引
き

継
ぎ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
本
年
度
、「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
実

行
計
画
（
区
域
施
策
編
）」
の
策
定
に
着
手
し
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
然
と
共
生
し
、
優
れ
た
環
境
を
未

来
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
春
国
岱
原
生
野
鳥

公
園
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
な
ど
、
２
０
３

０
年
「（
仮
称
）
野
付
半
島
・
風
蓮
湖
・
根
室

半
島
」
国
定
公
園
化
の
実
現
に
向
け
た
機
運
醸

成
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
・
ヒ
グ
マ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
対
策　

本
年
度
新
た
に
「
鳥
獣
捕
獲
人
材
確
保
育
成
事

業
補
助
金
」
を
創
設
す
る
な
ど
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
員
の
確
保
か
ら
育
成
ま
で
を
一
体
的

に
支
援
し
、
有
害
駆
除
体
制
の
整
備
・
強
化
を

促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

個
性
を
伸
ば
し
豊
か
な
心

と
感
性
を
育
む
ま
ち

03

自
然
と
共
生
し

優
れ
た
環
境
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

04
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市民誰もが住み慣れた根室で生き生きと暮らす。

令和6 年度市政方針
　

農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
業
の
振
興
な

ど
の
地
域
産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
地
域

資
源
を
活
か
し
、
活
力
と
躍
動
感
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
産
業
の
振
興　

漁
業
生
産
量
の
増
大
を
最
重

要
課
題
に
位
置
付
け
、
国
際
漁
業
対
策
に
つ
い

て
は
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
、
各
国
の
漁
業
動
向

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
対
ロ
漁
業
外
交
に
よ

る
権
益
と
安
全
操
業
の
確
保
、
北
太
平
洋
公
海

に
お
け
る
関
係
国
間
で
の
サ
ン
マ
等
の
適
切
な

資
源
管
理
を
国
等
に
対
し
、
引
き
続
き
強
く
要

請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

沿
岸
漁
業
の
振
興　

安
定
し
た
漁
業
生
産
体
制

の
確
立
に
向
け
、
ウ
ニ
・
ハ
ナ
サ
キ
ガ
ニ
・
ホ
ッ

カ
イ
エ
ビ
の
種
苗
を
増
産
・
放
流
す
る
な
ど
、

海
域
の
特
性
を
活
か
し
た
栽
培
漁
業
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
資
源
の
増
大
に
向
け
た
技
術
開
発

を
進
め
る
な
ど
、「
沿
岸
漁
業
資
源
利
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実

に
推
進
し
、
安
定
か
つ
持
続
可
能
な
沿
岸
漁
業

の
構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
資
源
管
理
の
推
進
を
基
軸
と
し
た
持

続
可
能
な
漁
業
を
目
指
す
基
本
的
な
指
針
と
し

て
、
新
た
な
「
沿
岸
漁
業
振
興
計
画
」
の
策
定

に
着
手
し
ま
す
。

漁
業
の
担
い
手
・
人
材
育
成
対
策　

道
立
漁
業

研
修
所
の
入
所
経
費
の
助
成
や
、「
ね
む
ろ
の

未
来
を
拓
く
漁
業
対
策
協
議
会
」
に
よ
る
資
格

取
得
費
の
助
成
の
ほ
か
、「
漁
協
青
年
部
連
絡

協
議
会
」
と
連
携
し
た
次
代
を
担
う
若
手
漁
業

者
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
産
食
品
製
造
業
の
振
興　

産
学
官
連
携
に
よ

る
水
産
食
品
の
研
究
開
発
や
沿
岸
漁
業
資
源
の

高
付
加
価
値
化
に
関
す
る
研
究
開
発
等
を
継
続

す
る
ほ
か
、「
地
域
水
産
加
工
業
生
産
基
盤
強

化
支
援
事
業
」
に
よ
る
生
産
基
盤
の
強
化
に
資

す
る
機
器
の
導
入
支
援
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
に

対
応
し
た
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
・
強
化
、
更

に
は
、
外
来
漁
船
誘
致
に
よ
る
加
工
原
料
の
安

定
確
保
に
努
め
る
な
ど
、
事
業
者
の
持
続
的
成

長
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
物
の
販
路
拡
大　
「
ね
む
ろ
水
産
物
普
及

推
進
協
議
会
」
を
主
体
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
、
全
国
屈
指
の
「
水
産
都
市
・
根
室
」
の
新

鮮
・
良
質
な
水
産
物
を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
首
都
圏
の
大
学
や
企
業
食

堂
、
ホ
テ
ル
等
と
市
内
事
業
者
を
商
業
ベ
ー
ス

で
直
接
つ
な
ぐ
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
強
化
す
る
ほ
か
、
漁
協
女
性
部
と
の
連

携
に
よ
る
「
お
さ
か
な
料
理
教
室
」
の
開
催
や

動
画
配
信
、
市
内
の
学
校
給
食
に
地
場
の
魚
介

類
を
提
供
す
る
魚
食
普
及
事
業
等
、
根
室
産
水

産
物
の
認
知
度
向
上
と
普
及
宣
伝
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
展
開
し
、「
産
地
根
室
」
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興　

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
化
や
生
乳

生
産
お
よ
び
品
質
向
上
を
図
る
た
め
の
草
地
改

良
、
道
営
農
村
整
備
事
業
に
よ
る
農
道
・
集
落

道
整
備
を
促
進
し
、
農
業
経
営
基
盤
の
構
築
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
の
振
興　

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

適
切
な
森
林
の
管
理
や
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、

木
育
活
動
の
推
進
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
林
業

の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興　

新
規
事
業
の
創
出
を
促
進
す

る
創
業
等
支
援
な
ど
、
引
き
続
き
、
産
業
の
活

性
化
お
よ
び
振
興
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

企
業
誘
致　

地
域
に
お
け
る
新
た
な
産
業
の
創

出
や
雇
用
安
定
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
対
象
企

業
と
課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
市
独
自
の
補
助
制
度
等
に
よ
る
優
遇

措
置
の
周
知
と
活
用
を
図
る
な
ど
、
誘
致
実
現

に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

観
光
振
興　

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
需

要
が
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
安
定
的
な
運
営
や
市
民
が
参
加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
マ
イ

ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
意
識
し
た
観
光
客
の
誘
客

促
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
内
宿
泊
施
設
等
の

案
内
板
や
メ
ニ
ュ
ー
等
の
多
言
語
化
へ
の
支
援

に
よ
り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
客
受

入
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

移
住
交
流　

都
市
部
へ
の
人
口
流
出
に
よ
り
、

地
方
で
の
過
疎
化
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

二
地
域
居
住
や
移
住
促
進
の
た
め
の
移
住
体

験
村
整
備
構
想
の
検
討
を
進
め
る
ほ
か
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
や
地
域
活
性
化
起
業
人
制

度
も
活
用
し
な
が
ら
、
受
け
入
れ
を
促
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進　

制
度
を
最
大
限
に
活

か
し
、
根
室
応
援
団
の
裾
野
の
拡
大
や
更
な
る

「
関
係
人
口
」
の
創
出
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

現
下
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
一
日
も
早
い
北

方
領
土
の
復
帰
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府

の
外
交
交
渉
を
後
押
し
す
る
返
還
要
求
運
動
を

強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

り
、「
北
方
領
土
返
還
要
求
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
」

の
派
遣
な
ど
、
若
い
世
代
を
は
じ
め
、
国
民
に

広
く
こ
の
問
題
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
啓

発
事
業
の
展
開
、
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
運
動
を
先
細
り
さ
せ
な
い
た
め
の
返

還
要
求
運
動
後
継
者
の
育
成
に
つ
な
が
る
施
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

根
室
国
後
間
海
底
電
信
線
陸
揚
庫　

保
存
活
用

計
画
の
策
定
な
ど
、
そ
の
整
備
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
情
勢
の
変
動
に
よ
る
日
露

外
交
が
叶
わ
な
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
内
政
面
で

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
国
に
求
め
る
と
と
も

に
、
領
土
返
還
や
北
方
四
島
と
の
交
流
再
開
を

見
据
え
た
根
室
港
区
南
地
区
を
中
心
と
す
る
北

方
四
島
交
流
拠
点
機
能
の
強
化
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
、
国
に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
活
力

と
躍
動
感
に
満
ち
た
ま
ち

05

北
方
領
土
の
復
帰
を

目
指
す
ま
ち

06
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化　

町
会
連
合
会

と
の
連
携
・
協
力
の
も
と
、
安
全
で
住
み
よ
い

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
地
域
活
動
の
根
幹
を

な
す
町
会
へ
の
活
動
支
援
や
加
入
促
進
、
活
動

拠
点
と
な
る
地
域
会
館
の
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「（
仮
称
）
厚
床
ふ
る
さ
と
館
」
整
備

に
向
け
、
引
き
続
き
、
地
域
と
の
協
議
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
運
営　

本
市
の
人
口
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
転
出
が
転
入
を
上

回
る
社
会
減
に
よ
り
、
減
少
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
に
あ
っ
て
も
、

市
民
が
安
心
し
て
快
適
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い

け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ

く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
も
取
り
入
れ
た
新
た
な

総
合
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
へ
の
情
報
提
供
を

目
指
し
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
多
様
化
を
進
め

て
お
り
、
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
、公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
ね
む
ろ
メ
ー
ル
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
な
ど
の
活
用
を
継
続
し
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
多
様
な
情
報
発
信
と
内
容
の
更
な
る

充
実
に
努
め
、
市
民
を
は
じ
め
全
国
か
ら
ア
ク

セ
ス
さ
れ
る
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
市
役
所
新
庁
舎
」
の
供
用
開
始
に

併
せ
て
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化

を
進
め
る
た
め
、
出
退
勤
・
勤
怠
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
無
線
化
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
等
の
充
実
に
努
め
る
ほ
か
、
執
務

環
境
や
公
文
書
の
管
理
環
境
を
整
え
る
た
め
、

文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
行
政
文
書
の
電
子
化

な
ど
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

昨
年
の
根
室
、
１
４
４
年
ぶ
り
の
記
録
的
な

暑
さ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
健
康
や
命
に
係
わ
る
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
公
共
施
設
等
に
お
け
る
空
調
設
備
の
早

期
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は
、
前

年
度
対
比
１
．
９
％
増
と
な
る
２
５
２
億
円
で

あ
り
ま
す
。

　

急
務
で
あ
る
千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震
に
対

応
す
る
防
災
・
減
災
対
策
の
ほ
か
、
つ
く
り
育

て
る
漁
業
の
推
進
、
子
育
て
支
援
や
医
療
福
祉

の
充
実
な
ど
に
重
点
的
・
計
画
的
に
予
算
を
配

分
し
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
、
人
へ
の
投

資
を
最
優
先
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
今
後
も
多
く
の
行
財

政
需
要
が
見
込
ま
れ
、
将
来
的
な
財
政
運
営
の

悪
化
も
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
自

治
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
」
が
得
ら
れ
る
よ
う
行
財
政
改
革
を
着

実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
協
働
の
推
進
と

開
か
れ
た
行
政
運
営

07
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令和６年度
市政方針より

む
す
び
に

　
根
室
沖
に
漁
場
を
開
い
た
豪
商
・
高
田
屋
嘉
兵
衛
、
米
国
の
飛
行
家
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド

バ
ー
グ
、
多
く
の
偉
人
が
足
跡
を
残
し
た
こ
の
根
室
。

　
古
く
は
１
７
９
２
年
、
ロ
シ
ア
最
初
の
遣
日
使
節
ア
ダ
ム
・
ラ
ク
ス
マ
ン
が
大
黒
屋
光
太
夫

ら
を
伴
っ
て
根
室
港
に
入
港
し
、
日
本
と
の
交
易
を
求
め
ま
し
た
。

　
根
室
で
の
滞
在
期
間
中
、
越
冬
す
る
た
め
に
小
屋
を
建
て
、
蒸
し
風
呂
を
造
り
、
結
氷
し
た

根
室
港
で
ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
み
、
ま
た
、
初
め
て
紅
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
サ
ウ
ナ
」、「
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
」、「
紅
茶
」
の
伝
来
の
地
で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
事
始
め

の
地
で
も
あ
る
歴
史
に
彩
ら
れ
た
街
で
す
。

　
「
温
故
拓
新
」。
歴
史
に
学
び
、
潜
在
す
る
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。

　
地
政
学
的
な
優
位
性
や
地
域
の
価
値
、
資
源
を
新
た
な
発
想
で
磨
き
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
根
室
の
美
し
い
自
然
に
感
動
し
た
。」

　
「
根
室
に
は
歴
史
の
ロ
マ
ン
が
息
づ
い
て
い
る
。」

　
「
根
室
を
応
援
す
る
気
持
ち
が
よ
り
強
く
な
り
ま
し
た
。」

　
２
月
11
日
、
東
京
で
開
催
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
か
け
ら
れ
た
沢
山
の
言
葉
で
あ
り
、
再
開

さ
れ
た
金
刀
比
羅
神
社
例
大
祭
、
御
神
輿
渡
御
の
折
に
も
、
同
様
の
思
い
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
全
国
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。」
改
め
て
実
感
を
す
る
と
と
も
に
、
先
人
の
偉
業
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
全
国
か
ら
「
選
ば
れ
る
」、「
応
援
さ
れ
る
」
ま
ち
づ
く
り
。

　
そ
し
て
何
よ
り
『
市
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
根
室
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
』
市
民
の
安
全
・

安
心
を
し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
添
え
て
引
き
継
い
で
ま
い
り

た
い
。

　
今
後
も
、
皆
様
と
と
も
に
、
人
が
輝
き
、
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

7　　広報ねむろ４月号
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社
会
の
有
様
を
激
変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
が

昨
年
５
月
に
５
類
感
染
症
に
移
行
と
な
っ
て
か

ら
初
め
て
迎
え
た
今
年
の
正
月
、
輝
か
し
く
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
に
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
に
心
か

ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
な
お

た
く
さ
ん
の
方
々
が
避
難
先
で
不
自
由
な
状
況

に
耐
え
て
お
り
、
一
日
も
早
く
日
常
の
生
活
へ

の
復
旧
の
道
の
り
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

新
年
早
々
の
地
震
発
生
と
近
い
将
来
に
予
測

さ
れ
て
い
る
千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震
、
収
束

の
糸
口
さ
え
見
え
な
い
国
際
紛
争
、
揺
れ
動
く

国
内
の
政
治
・
経
済
状
況
な
ど
、
今
、
多
く
の

根
室
市
民
は
、
大
人
・
子
ど
も
を
問
わ
ず
、
言

葉
で
表
し
よ
う
の
な
い
不
安
や
不
信
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
困
難
な
状
況
に
あ
る
時
だ
か
ら
こ

そ
、
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
夢
と
希
望
を
抱
き
、
誰
も
が
自
分

の
存
在
と
発
信
、
貢
献
が
他
者
に
認
知
さ
れ
、

自
分
が
そ
の
社
会
で
欠
か
せ
な
い
一
員
な
の
だ

と
実
感
し
な
が
ら
、
幸
せ
や
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
に
向
け
た

歩
み
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
根
室
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
融
合
を

図
り
な
が
ら
、「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
の

実
現
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
力
強
く
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
は
、
障
が
い
の

み
な
ら
ず
、
人
種
の
別
や
男
女
差
、
性
に
つ
い

て
の
指
向
性
、
学
習
の
進
め
方
や
ペ
ー
ス
の
違

い
な
ど
を
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
価
値
観
と
し

て
認
め
、
自
分
ら
し
く
あ
る
た
め
の
選
択
や
決

定
を
尊
重
す
る
教
育
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
に
最
も
ふ
さ
わ

し
い
学
び
方
を
自
ら
選
択
し
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
学

習
指
導
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
に

お
い
て
は
、
多
様
な
立
場
の
市
民
が
互
い
の
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
交
流
し
、
受
容
し
合
う
各

種
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
本
市
に
お
け
る
教
育

行
政
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
第
９
期
根

室
市
総
合
計
画
の
「
個
性
を
伸
ば
し
豊
か
な
心

と
感
性
を
育
む
ま
ち
」
を
目
指
し
、
一
つ
目
と

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
社
会
を
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
活
動
の
充
実
、
二
つ
目
と
し
て
、

「
市
民
み
ん
な
が
学
び
、
高
め
合
え
る
生
涯
学

習
の
振
興
」
の
２
点
を
基
本
方
針
と
し
、
人
口

減
少
社
会
に
お
け
る
当
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
見

据
え
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を

育
て
る
学
校
教
育
の
充
実
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
環
境
の

充
実
、
そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に

わ
た
る
学
習
活
動
の
充
実
や
歴
史
・
文
化
へ
の

理
解
と
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
た
め
の
効
果
的
な

施
策
を
展
開
し
、
子
ど
も
た
ち
が
、
ふ
る
さ
と

へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
、
世
界
に
視

野
を
広
げ
、
社
会
を
支
え
て
い
く
た
く
ま
し
い

人
材
へ
と
育
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
、Ａ
Ｉ
技
術
の
急
速
な
進
化
な
ど
、

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
ブ
ー
カ
）
の
時
代
と
も
呼
ば
れ
る
、

先
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
予

測
が
難
し
い
大
き
な
社
会
変
容
の
中
に
あ
っ
て

も
、
多
様
な
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
幸
せ
や
生
き
が

い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
地
域
や
社
会
が
幸
せ

や
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指
す
教
育
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を

育
て
る
学
校
教
育
で
は
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
型
の

資
質
能
力
を
育
成
す
る
教
育
の
充
実
と
併
せ
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
し
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
学

び
方
を
自
ら
選
択
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が

ら
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
学
習
指
導

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
知
識
お
よ
び
技
能
や

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
、
学
び
に
向
か

う
力
・
人
間
性
等
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向

け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

花
咲
港
小
学
校
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
の
実
践
は
、
広
く
報
道
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
、
道
内
の
学
校
関
係
者
や
団
体
、

道
議
会
議
員
や
道
内
自
治
体
の
議
会
議
員
、
教

育
委
員
会
職
員
、
ま
た
、
保
育
士
や
保
健
師
、

更
に
は
、
高
等
学
校
教
員
、
市
職
員
に
至
る
ま

で
多
く
の
方
々
が
視
察
研
修
に
訪
れ
て
お
り
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
教
育
と
し
て
関
心

を
寄
せ
る
市
内
外
の
保
護
者
等
か
ら
も
、
教
育

内
容
や
登
校
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
校
内
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
御
理
解
と
御

協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
礎
に
つ
な
が
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、本
年
度
、

新
た
に
、
特
別
支
援
教
育
に
精
通
し
た
「
特
別

支
援
教
育
担
当
主
幹
」
を
配
置
し
、
北
海
道
立

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
教

教
育
行
政
に
　

教
育
行
政
に
　

臨
む
基
本
姿
勢

臨
む
基
本
姿
勢

は
じ
め
に

は
じ
め
に

教育長 波 岸 克泰

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
を

育
て
る
学
校
教
育
の
充
実

01 主
要
施
策

主
要
施
策
のの
展
開
展
開
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職
員
研
修
や
相
談
体
制
の
構
築
に
加
え
、
学
習

活
動
を
支
援
す
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
介

助
業
務
員
、
放
課
後
教
室
等
指
導
員
に
よ
る
学

習
サ
ポ
ー
ト
等
に
よ
り
、
障
が
い
の
種
類
や
程

度
に
応
じ
た
専
門
的
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
教

育
環
境
の
更
な
る
向
上
、
幼
保
小
中
高
の
横
断

的
な
連
携
体
制
の
強
化
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

学
力
向
上
に
向
け
て
は
、
校
長
・
教
頭
・
教

諭
の
代
表
と
教
育
委
員
会
で
組
織
す
る
「
学
力

向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
」
や
、
市
全
体

の
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
、
教
員
に
よ
る

研
修
組
織
「
根
室
市
学
校
連
携
教
育
研
究
会
」

に
よ
る
先
進
地
視
察
等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に

対
す
る
指
導
方
法
を
更
に
工
夫
・
充
実
さ
せ
、

市
全
体
の
学
力
向
上
等
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
国
や
北
海
道
か
ら
の
教
員
加
配
に
加

え
、
市
街
地
区
中
学
校
へ
の
市
独
自
加
配
や
学

力
向
上
等
補
助
教
員
の
確
保
に
努
め
、
教
師
の

ペ
ー
ス
で
進
め
る
一
斉
教
育
指
導
か
ら
の
脱
却

と
併
せ
、
子
ど
も
を
主
語
と
し
た
き
め
細
か
な

学
習
指
導
を
展
開
し
、「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」
が
目
指
す
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協

働
的
な
学
び
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

教
育
の
情
報
化
に
つ
い
て
は
、「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
、
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
の
本
格
導
入
な
ど
、
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、「
根
室
市
学
校
教
育
情
報
化
推

進
計
画
」
を
作
成
し
、
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状

況
に
応
じ
て
学
習
課
題
が
提
供
さ
れ
る
Ｅ
ｄ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
（
エ
ド
テ
ッ
ク
）
と
呼
ば
れ
る
授
業
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、
創
造
性
を
喚
起
し
て
課

題
を
解
決
し
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
の
醸
成
に
向
け
た
Ａ
Ｉ
学
習

教
材
な
ど
の
積
極
的
な
活
用
、
ま
た
、
対
応
す

る
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
に
向
け
た

研
修
機
会
の
確
保
や
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
モ

ラ
ル
教
育
の
充
実
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
で
も

家
庭
で
も
学
び
を
深
め
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、
道
徳
科
を
要
と
し

て
進
め
る
と
と
も
に
、
問
題
意
識
の
醸
成
と
望

ま
し
い
人
間
関
係
の
形
成
を
目
的
に
、「
い
じ

め
問
題
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
小
・
中
学
生
が
一

堂
に
会
し
議
論
す
る
「
子
ど
も
会
議
」
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
生
き
方
を
主
体
的
に
考

え
、
行
動
し
、
自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
成
長

し
て
い
く
た
め
の
基
礎
と
な
る
道
徳
性
の
涵
養

に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
じ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
理
解
を
促
し
、
一
人
ひ

と
り
の
児
童
生
徒
が
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価
値

あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
合
え
る
教
育
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

に
向
け
、
各
家
庭
で
ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
な
ど
の

使
用
時
間
を
決
め
る
「
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
22
」
運

動
や
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
当
事
者
と
な
ら
な

い
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
関
す
る
家
庭
内
で
の
ル
ー
ル
づ
く

り
等
に
つ
い
て
、
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携

し
、
啓
発
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
増
加
し
て
い
る
不
登
校
等
の
児
童
生
徒

へ
の
対
応
と
し
て
、
引
き
続
き
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
学
び
の
保
障
や
市
独
自
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図
る
ほ

か
、
本
年
度
よ
り
、
新
た
に
、
不
登
校
児
童
生

徒
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
外
部
支
援
員
を
委
嘱

し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
サ
ポ
ー

ト
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
冬

期
間
に
お
い
て
は
、
体
を
動
か
す
機
会
が
少
な

い
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
遊

び
を
通
し
た
体
力
向
上
機
会
の
創
出
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
部
活
動
の
地
域
移
行
」に
つ
い
て
は
、

教
員
の
働
き
方
改
革
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
、
指
導
者
や
活
動
場
所
の

確
保
な
ど
、
学
校
や
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

団
体
等
と
も
協
議
・
検
討
を
進
め
、
休
日
の
部

活
動
か
ら
、
段
階
的
移
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
学
習
に
つ
い
て
は
、
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
原
点
の
地
と
し
て
、
領
土
問
題
に

対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
に
向
け
取
り
組
む

こ
と
は
も
と
よ
り
、
小
学
校
で
実
施
す
る
姉
妹

都
市
黒
部
市
と
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授
業
」

を
継
続
・
発
展
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
、
歴
史
、

産
業
な
ど
、
地
域
の
も
つ
魅
力
や
特
徴
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
郷
土
愛

の
醸
成
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
教
育
の
充
実
に
向
け
て
は
、
切

迫
す
る
千
島
海
溝
沿
い
の
超
巨
大
地
震
や
大
津

波
な
ど
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
、
自
ら

の
命
を
守
る
た
め
の
必
要
な
知
識
や
能
力
等
が

身
に
付
く
よ
う
、
防
災
関
係
機
関
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
市
長
部
局
等
と
も
連
携
し

た
防
災
訓
練
や
防
災
授
業
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
、
防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
の
一
層
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
校
長
・
教
頭
会
や
市
長
部
局
と
連
携

し
、
学
校
管
理
職
や
防
災
担
当
教
員
な
ど
を
対

象
に
、
学
校
防
災
に
見
識
を
持
つ
有
識
者
を
招

い
て
行
っ
た
「
避
難
所
と
し
て
の
学
校
対
応
」

を
テ
ー
マ
と
す
る
実
践
的
な
防
災
研
修
を
引
き

続
き
実
施
す
る
な
ど
、
防
災
教
育
の
推
進
と
併

せ
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
資
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
根
室
高
校
に
対
し

ま
し
て
は
、「
北
海
道
根
室
高
等
学
校
教
育
振

興
会
」
を
通
じ
、
高
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実

に
も
つ
な
が
る
、
¬
高
校
生
へ
の
一
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
貸
与
や
、
個
別
最
適
な
学
び
を
保
障

す
る
Ａ
Ｉ
学
習
教
材
、
資
格
取
得
等
へ
の
交
付

金
支
給
、
Ｊ
Ｒ
通
学
費
の
全
額
助
成
な
ど
に
加

え
、
将
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
資
質
・
能
力
の

向
上
に
向
け
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
へ

の
全
面
的
な
支
援
な
ど
、
魅
力
あ
る
高
等
教
育

へ
の
支
援
拡
充
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
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児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が
今
後
も
見
込
ま
れ

る
中
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
と
希
望
を
持

ち
、
学
ぶ
意
欲
や
目
的
意
識
を
も
っ
て
学
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
、
能
力
、
適
性
等
に
応
じ
て
自
ら
の
力

を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て
、「
根
室
市
立
学
校
適
正
配
置
計
画
」
に

基
づ
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
開
校
し
た
歯
舞
学
園
、
昨
年

度
の
海
星
学
校
に
続
き
、
本
年
４
月
、
義
務
教

育
学
校
と
し
て
「
厚
床
小
中
学
校
」
と
「
お
ち

い
し
義
務
教
育
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。

　

特
色
あ
る
新
た
な
教
育
活
動
に
向
け
、
引
き

続
き
、「
厚
床
小
中
学
校
」
校
舎
の
実
施
設
計
、「
お

ち
い
し
義
務
教
育
学
校
」
の
校
舎
・
屋
体
お
よ

び
外
構
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
著
し
い
北
斗
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
柏
陵
中
学
校
と
の
併
置
校
化
に
よ
り
、
市

街
地
校
初
と
な
る
義
務
教
育
学
校
制
度
の
導
入
を

見
据
え
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
と
の
検
討
・
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

保
護
者
・
地
域
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
学
校
施
設

の
基
本
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

夏
季
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
全
市
立
学
校
へ

の
空
調
機
器
設
置
に
向
け
た
電
気
設
備
増
設
工

事
お
よ
び
機
器
購
入
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
空
き
校
舎
と
な
る
旧
落
石
中
学

校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
解
体
工
事
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。
一
方
で
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
等

の
課
題
に
よ
り
多
大
な
経
費
負
担
が
伴
う
こ
と

な
ど
か
ら
延
期
を
し
て
い
る
旧
花
咲
小
学
校
校

舎
の
解
体
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
解
体
時

期
に
つ
い
て
市
長
部
局
と
の
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

各
中
学
校
区
に
設
置
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
は
、
地
元
漁
協

の
協
力
に
よ
る
地
場
産
品
を
使
っ
た
調
理
実
習

や
、
子
ど
も
た
ち
と
教
員
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む
「
地
域
防
災
教
室
」、

地
域
の
方
が
講
師
と
な
り
ふ
る
さ
と
を
語
る
「
ふ

る
さ
と
大
学
」
な
ど
特
色
あ
る
活
動
が
行
わ
れ

て
お
り
、
更
な
る
活
性
化
に
向
け
、
学
校
内
外

で
の
多
様
な
学
び
の
確
保
や
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
そ
の
企
画
・
運
営
を
支
援
す
る
「（
仮
称
）

地
域
連
携
担
当
支
援
員
」
を
新
た
に
配
置
す
る

と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
支
援
を
継
続
し
、
取
り
組
み

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
学
校

給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
し
、
地
場
産
食
材
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
な
ど
の
取
組
を
進
め

食
育
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
化
す
る
調
理
場
施
設
の
整
備
に

向
け
て
は
、
昨
年
提
出
い
た
だ
い
た
「
根
室
市

学
校
に
お
け
る
給
食
に
関
す
る
意
見
書
」
で
求

め
ら
れ
ま
し
た
「
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
」
や
「
地

場
産
品
の
活
用
」、「
食
育
の
充
実
」
に
加
え
、「
市

内
事
業
者
や
雇
用
な
ど
へ
の
配
慮
」
等
の
意
見

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る

地
産
地
消
に
も
繋
が
る
持
続
可
能
な
学
校
給
食

提
供
の
仕
組
み
づ
く
り
を
念
頭
に
、
関
係
者
へ

の
丁
寧
な
説
明
お
よ
び
体
制
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
教
員
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

将
来
の
教
員
確
保
に
つ
な
げ
る
た
め
、
引
き
続

き
、
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
北
海
道

教
育
大
学
と
連
携
し
、
複
式
教
育
を
学
ぶ
教
育

実
習
生
の
受
け
入
れ
や
、
教
育
大
学
生
に
よ
る

小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

子
ど
も
大
学
」
事
業
や
放
課
後
教
室
等
で
の
交

流
授
業
な
ど
、
将
来
、
根
室
市
で
の
教
育
実
践

に
つ
な
が
る
取
り
組
み
も
進
め
な
が
ら
、
広
く

教
員
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
た

め
の
業
務
改
善
計
画
」
に
基
づ
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
よ
る
授
業
準
備
に
係
る
教
員
負
担
の
軽
減

を
図
る
と
と
も
に
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
教
員
在
校
等
時
間
の
把
握
・
管
理
に
努
め
る

な
ど
、
校
長
会
や
道
教
委
と
も
連
携
し
、
教
員

の
働
き
方
改
革
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
が
加
速
度
を
増
し
、
予
測
困
難

な
時
代
が
到
来
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
市
民
皆

様
が
、
精
神
的
・
社
会
的
に
幸
せ
や
生
き
が
い

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
多
様
な
立
場

の
市
民
が
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
交
流

し
、
受
容
し
あ
う
各
種
教
育
施
策
の
展
開
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
た
な
「
社
会
教
育
計
画
」「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
の
策
定
年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
、
団
体
、
市
民
皆
様
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
各
種
活
動
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
る
計
画
策
定

を
目
指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
る
公
民

館
活
動
で
は
、
地
域
に
根
差
し
た
学
習
や
各
種

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
成
人
学
校
な
ど
の
各
種
講

座
の
実
施
、
市
民
が
対
話
を
通
じ
て
子
ど
も
と

そ
の
周
り
の
大
人
の
課
題
に
向
き
合
う
「
根
室

子
ど
も
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
昨
年
度
に
引

き
続
き
開
催
す
る
ほ
か
、
世
代
を
超
え
た
交
流

活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
公
民
館
活
動
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
は
、
教
育
委
員
会
の
若
手
職
員
で
横
断

的
に
組
織
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

根
室
の
身
近
な
素
材
を
生
か
し
た
映
像
の
制
作

な
ど
、
地
域
を
知
り
、
学
ぶ
た
め
に
効
果
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
「
根
室
市
総
合

文
化
会
館
事
業
協
会
」
や
「
根
室
市
文
化
協
会
」

等
と
の
協
働
に
よ
り
、
各
種
の
舞
台
芸
術
や
、

作
品
展
示
会
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
芸
術
文
化

活
動
の
発
展
・
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
文
化
会
館
の
施
設
整
備
と
し
て
、

講
座
室
や
廊
下
な
ど
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
小

ホ
ー
ル
舞
台
吊
物
機
構
の
改
修
な
ど
、
計
画
的

な
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
社
会
教
育
事
業
へ
の
主
体
的

な
参
加
を
奨
励
す
る
「
ね
む
ろ
わ
ん
ぱ
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
リ
ニ
ュ
ー

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
活
動
の

充
実
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

03

社
会
構
造
の
変
化
の
中
で

持
続
的
で
魅
力
あ
る
学
校
教
育
を

実
現
す
る
教
育
環
境
の
充
実

02
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ア
ル
以
降
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
事
業
の
周

知
や
拡
充
を
図
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会

教
育
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
成
長
を
後
押
し

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
は
、「
青
少
年

相
談
室
」
を
核
に
関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に

し
、
青
少
年
や
家
族
の
悩
み
や
心
配
事
の
相
談

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
根
室
市
地
域
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
」
と
協
働
し
た
「
子
ど
も

会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
な
ど
の
体
験
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

放
課
後
教
室
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
土
曜
日

や
学
校
長
期
休
業
中
の
開
館
時
間
の
繰
上
げ
に

つ
い
て
、
要
望
の
多
い
北
斗
・
花
咲
・
成
央
の

放
課
後
教
室
の
預
か
り
開
始
時
間
を
市
立
保
育

所
と
同
様
の
７
時
45
分
に
前
倒
し
す
る
と
と
も

に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
指
導
員
の
増
員
を
図
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
こ
と
の
で

き
る
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
日
本
百
名
城
に
認
定
さ
れ
て
い
る
根
室

半
島
チ
ャ
シ
跡
群
の
ノ
ツ
カ
マ
フ
チ
ャ
シ
跡
な

ど
の
駐
車
場
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
環
境
整
備

計
画
の
策
定
や
、
明
治
18
年
頃
に
造
ら
れ
た
と

さ
れ
る
和
田
屯
田
兵
村
の
被
服
庫
の
改
修
に
向

け
た
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
遺
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
管
内

１
市
３
町
で
構
成
す
る
「
鮭
の
聖
地
メ
ナ
シ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
軸
と
し
て
、
北
構
保
男
氏
寄
贈

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
資
料
の
三
次
元
デ
ー
タ
等

に
よ
る
普
及
・
啓
発
な
ど
、
文
化
財
を
活
用
し

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
市
内
外
で
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
皆
様
の
生

涯
学
習
施
設
と
し
て
、
空
調
機
器
導
入
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
図
書
の
整
備
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
施
設
環
境
や
蔵
書
の
整
備
を
図
り
、
市
民

の
読
書
・
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

は
、
引
き
続
き
「
子
ど
も
ブ
ッ
ク
ラ
イ
フ
応
援

事
業
」
を
実
施
し
、
乳
幼
児
か
ら
学
童
期
ま
で
、

様
々
な
本
と
出
会
う
こ
と
で
豊
か
な
感
性
を
育

め
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

併
せ
て
、
図
書
館
司
書
を
学
校
に
派
遣
し
、

学
校
図
書
館
の
充
実
に
向
け
連
携
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

が
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
築
く
た

め
、「
市
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
目
指
し
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
合
う
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
市

民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
、
４
年
ぶ
り
に
現
地
開
催
を
果
た
し
た
、

「
最
東
端
ね
む
ろ
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
健
康
増
進
、
全
国
の
ラ

ン
ナ
ー
と
の
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な
り
得
る

競
技
大
会
と
な
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
に
向
け
た
、「
み
ら
い
の

ア
ス
リ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
応
援
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
各
種
大
会
へ
の
参
加
助
成
対
象
を

未
就
学
児
ま
で
広
げ
る
な
ど
、
制
度
の
拡
充
と

と
も
に
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
招
聘
し
た
交
流
な
ど
、
国
内
外
で
活
躍
を

目
指
す
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
管
理
棟
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
新
築
工

事
に
着
手
す
る
ほ
か
、
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
う
機
会
の
拡
充
に
向

け
、
環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
根
室
市
総
合
体
育
会
館
の
建
設
に
向

け
て
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
と
し
て
、

根
室
市
総
合
体
育
会
館
建
設
市
民
委
員
会
の
皆

様
と
策
定
し
て
お
り
ま
す
基
本
構
想
に
続
き
、

本
年
度
、
基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
に
着
手
す

る
な
ど
、
引
き
続
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
歩

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
急
速
に
進
ん
だ
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
は
じ
め
、
企
業
、
行
政
、

教
育
、医
療
な
ど
分
野
や
領
域
を
問
わ
ず
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
波
が

押
し
寄
せ
、
私
た
ち
の
慣
れ
親
し
ん
だ
社
会
の
姿

や
在
り
方
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
教
育
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
全
員
に
同
じ
よ
う

な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
「
社
会
に
求

め
ら
れ
る
人
」
を
育
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
多

様
な
考
え
方
や
価
値
観
、
文
化
な
ど
を
背
景
と

す
る
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
、
そ
の
人
の
個
性

や
才
能
を
見
出
し
た
り
、
引
出
し
た
り
、
高
め

な
が
ら
「
未
来
社
会
を
生
み
出
せ
る
人
」
を
育

て
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
材
を
育
む
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
の
「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー　

＝　

自
然
や
文
化
な
ど
の
神
秘
さ
や
不
思
議
さ
に
目

を
見
張
る
感
性
」
や
世
界
観
、
独
自
性
を
重
視

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
独
自
の
自
然

や
風
土
、
文
化
に
恵
ま
れ
て
い
る
根
室
市
の
教

育
環
境
は
他
地
域
に
比
べ
優
位
性
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

根
室
市
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
教
育
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
を
最
大
限
の
強
み
と
し
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
思
い
を
受
け
止
め
つ
つ
意
見
を
交
わ
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
新
し
い
根
室
の
教

育
や
文
化
が
花
開
い
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

教
育
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

教育行政方針は
コチラから

（市HPリンク）

む
す
び
に

む
す
び
に
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新しい総合計画の

策定を進めています
　市では、令和７年度からスタート
する新しい総合計画の策定を市民の
皆さんとともに取り組んでいきます。

問合先　市総合政策室総合政策担当　☎（２３）６１１１番　内線２２５３・２２５４

計画策定の趣旨・背景
室市では、少子高齢化と人口減少社
会の到来を見据え、令和７年（2025
年）を目標年次とする「第９期根室

市総合計画」を平成 27年（2015 年）に策定し、
計画的にまちづくりを進めてきました。
　しかし、本市の人口は、これまで 50年以上
にわたり減少が続いており、減少幅も大きくな
っています。
　また、今般の新型コロナウイルス感染症の感
染拡大による人々の行動変容やデジタル化の進
展など、世界の社会経済情勢も大きく変化して
いますことから、こうした状況を的確に捉え、

様々な環境の変化を見通すことが求められてい
ます。
　次世代に良好な形で故郷根室を引き継いでい
くためには、ＳＤＧｓの視点を踏まえ、持続可
能なまちづくりを進めていくとともに、都市と
しての価値を創造し、高めていくことが必要で
す。
　そこで、市民、企業、行政などの多様な主体
が根室市の目指すべきまちの姿とまちづくりの
方向性を共有し、ともに取り組んでいくために、
今後１０年のまちづくりの基本的な指針とし
て、新しい根室市総合計画を策定します。

根

計画の位置付け
　総合計画は、まちづくりの目標と
その取り組み方向を示すものであり、
本市における総合的、計画的なまち
づくりのための最上位計画です。
　このため、長期の展望に立ったま
ちづくりの基本的な考え方を明示す
るとともに、まちづくりを進めるた
めの指針を示します。
　また、本市の各施策分野において
策定した個別計画や、国、北海道等
が策定した市域を包含する広域的な
計画と整合性を確保するとともに、
総合計画と各施策分野の個別計画と
の関係を整理し、本市全体の計画体
系を明確にします。
　なお、北方領土問題の進展や社会
情勢に大きな変化が生じた場合は、
期間満了前であっても本計画の見直
しを行います。

　基本計画で掲げる施策の実効
性を確保するため、計画で定め
た施策の具現化に必要な事業を
示すもので、予算編成の指針と
なります。

　基本構想を実現するための基
本的な施策や成果指標等を体系
的に示すものです。
　行政分野別の計画は、原則と
して全行政分野における施策を
記載するため、基本計画の重点

（施策上のポイント）が分かりに
くいという問題点があり、計画
の重点を明確にするためにも優
先的課題や重点プロジェクトを
設定します。

　まちの将来像を定め、今後 10
年間のまちづくりの基本理念、
施策の大綱を示すもので、目標
年次は令和 16 年度とします。

実

基

基

施

本

本

計

計

構

画

画

想

＝実施計画＝

＝基本構想＝

＝基本計画＝

３年間

１０年間（R7～R16年度）

事業の優先度、緊急度、財政状況、国等の
政策を総合的に判断しながらローリング方
式で毎年度見直しを行います。

（目標年次：令和１６年度）
まちの将来像
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問合先　市総合政策室総合政策担当　☎（２３）６１１１番　内線２２５３・２２５４

　総合計画は、今後１０年間の「総合的なまちづくり」の方向性を決める大切な計画です。
市では皆さまの「ふるさと根室に寄せる熱意」を計画に反映できるよう、市民の皆さまにご
参画いただき、共に知恵を出し合い行動しながら取り組んでいきます。
　策定過程や取り組みについては、随時、広報紙や市ホームページ、SNSを通じて、市民
の皆さまに情報提供していきます。

意見募集方法

　計画づくり役立てるため、日頃の生
活で感じたこと、身の周りの出来事な
どの中から「まちづくり」に関するこ
とをお知らせください。

①市長への手紙
②市販の封書・はがき
③ＦＡＸ（０１５３－２４－８６９２）
④Ｅ－ｍａｉｌ
（sog_seisaku@city.nemuro.hokkaido.jp）

⑤市ホームページ

などによりお寄せください。

ご意見・ご提言を募集しています

▲市ホームページ

地域懇談会『１０年後の根室の未来を創造しよう』
　市民の皆さまとともに「根室市の将来像」や「まちづくり」を考え、
想いを語り合う地域懇談会を開催します。
　懇談会では、根室市の現状や課題等を説明し、その後、市民の皆
さまからご意見・ご提言をいただき、新しい総合計画の策定に反映
してまいりますので、ぜひご参加ください。

会 場 日 時
■歯舞会館 令和６年４月２３日㈫ １７時００分～

■落石会館 令和６年４月２５日㈭ １７時００分～

■総合文化会館 令和６年５月８日㈬ １９時００分～

■厚床会館 令和６年５月１７日㈮ １９時００分～

まちづくりへの

「まちづくり市民会議」が発足し
第１回会議が開催されました

　市民意見を計画に生かすため「根室市まちづくり市民会議」
を令和６年２月に発足しました。
　市内の産業や医療、教育など各分野から代表して参加され
た方や、一般公募により 39名の委員の皆様で構成され、第１
回の市民会議を開催しました。
　委員の互選によりまちづくり市民会議会長に就任した山下
大介会長より、「日常生活や仕事上で感じたことを持ち寄り、
生活者の観点から意見を述べていただきたい」との挨拶をい
ただき、事務局からは、市民ニーズを把握するために実施し
た市民意識調査結果報告や個別分野の議論を深めていただく専門部会の設置などの説明が行われました。
　今後、新しい総合計画を策定するまで毎月１回の市民会議を開催し、本年１１月までに提言を取りまと
めていただくこととしております。

西浜町

宝林町
光洋町

明治町花園町

国道44号終点

半径２km

12,498 
2,445 940

30,538 

13,775 
6,610

2,722 

8,638 

6,567

45,758 

24,858 

14,117

1975年 2020年 2045年

グランドデザイン構想の目的

2020年の根室市の人口

2045年根室市の人口

約24,000人

約14,000人

グランドデザイン構想の対象範囲

国道44号終点から
半径２km圏内

対象：
市街地

2045年約20年後の将来像

住民基本台帳における2023（令和５）年12月時点の根室市の総人口は23,006人で、世帯

数は12,105世帯です。人口は1970（昭和45）年以降減少が続いています。

近年、外国人住民は増加傾向にありますが、加速する少子高齢化に伴い「自然減」が拡

大傾向にあり、住民基本台帳法の総人口では2016（平成28）年以降600人台の減少が目

立っています。

自然減や社会減少などから本市の将来人口を推計すると、少子高齢化に伴い人口減

少が進み、2045（令和27）年に現在の人口は約半分になると推測されています。

1975年は国勢調査、2020年は住民基本台帳、2045年は
社人研による推計値

■根室市全体における人口が減少する
地域の状況

2045年の人口分布及び人口分布の状況を100m四方でさらに細かく把握すると、市

街地の至る所で、『人口の空洞化』が顕著になります。

中心部や市街地に公共施設を含む市民生活を支える主要な機能を集め、職場と自宅

を近づける（職住近接）などの市街地のコンパクト化を図る必要があります。

■2045年の人口分布・密度（100ｍメッシュ）

• 根室市役所周辺における人口の空洞化が顕著

• 西浜町は人口集中地区（DID地区）の外縁
で人口密度が著しく低下する推計

• 人口集中地区（DID地区）を基準に、

公共施設等の集約化と再配置を図る

必要がある。

根根室室市市公公共共施施設設ググラランンドドデデザザイインン構構想想（（案案））【【概概要要版版】】

根室市には、現在23,000人の人々が住んでおり、それぞれの暮

らしを営んでいますが、約20年後の2045年には人口が半減する

ことが予測されています。

このため、これからも根室市が豊かで暮らしやすいまちであり

続けるために、今後の人口減少・少子高齢化の進行に合わせた公

共施設の統廃合や再配置とその後の活用など、地域課題の解決に

向けた方向性を示すため、「根室市公共施設グランドデザイン構

想」を策定し、目指す将来像としました。

根室市の現状と将来予測

資料：2020（令和２）年国勢調査に関する地域メッシュ統
計及び社人研推計結果、国土交通省 国土技術政策総合研
究所のデータを基にGISで算出・作成

11

本構想は国道44号終点から半径２km圏内の地域を対象範囲とし、人口、暮らしや経済、

価値観などが様変わりすると推測される2045年を本構想の当面の目標期間とします。

これにより、人々の暮らしや産業に大きな

変化が訪れます。また、生産年齢人口割合と

老年人口割合の差が少なくなり、生産年齢世

代の負担が大きくなることが懸念されます。

本市全体の従業者数は人口減少に伴い、

2020（令和２）年と比較して、25年後の2045

（令和27）年では5,443人（53.4%）減少する

見込みです。根室市内で働く人の人数が減少

することにより税収入が減り、さらに高齢者

の割合が増えることで医療費・介護費などの

費用負担の増幅が推測されます。

1．加速する少子高齢化・人口減少

２．2045年に人口が半減

３．人口減少に伴う中心市街地の空洞化

（単位：人）

（人口集中地区）
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根室市の人口と世帯数の推移
《住民基本台帳より（各年末）》
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カーボンニュートラルを目指す理由

みんなで目指すみんなで目指す

「ゼロカーボン」！「ゼロカーボン」！

問合先　　市生活環境課環境衛生担当　℡（23）6111 番　内線 2127　

なぜ、「ゼロカーボン」が大事？

　昨今、世界では「地球温暖化」を起因とする、異常気象が
発生しており、根室市においても近年、気温の上昇や海水温
の上昇が原因と考えられる漁獲量の減少や魚種の変化がみら
れています。
　「ゼロカーボン」はこの「地球温暖化」対策のための取り
組みであり、温室効果ガスの排出量が森林などによる吸収量
と工学技術などによる除去量の合計と等しくなり、排出量が
実質ゼロになることを「ゼロカーボン」と呼んでいます。
　根室市の豊かな自然のもとに、安心して住み続けられる

「『生産・交流都市』ねむろ」を守り続けるために、みんなで
「ゼロカーボン」を実現し、「地球温暖化」を止める必要があ
ります。

「ゼロカーボン」→
温室効果ガス排出量－ ( 吸収量＋除去量 )= ０　

暑くて、魚や鳥が
住めなくなっちゃう
かも・・・

一人ひとりができることから

　「ゼロカーボン」実現のために、市民・事業者・行政など
が協働して取り組むことが重要です。
　まずは、できることから取り組みを実施してみましょう。
　例えば、「歩ける距離は車を使わない」や「ストーブ、エ
アコンをいつもより早めに消す」などがあります。また、「家
電の省エネ機能を使う」など、ボタン一つで「ゼロカーボン」
へつながる取り組みも身近にあるかもしれません。
　なお、根室市は「ゼロカーボン」の取り組みとして、今年
度から市民・事業者・行政のそれぞれの役割・目標を掲げる
計画『地球温暖化対策の推進に関する法律に定められる地方
公共団体実行計画（区域施策編）』の策定に着手します。

ごみの分別も、
「ゼロカーボン」へ
つながりそうだよ！

次の月曜祝日の燃やせるごみは
翌日の火曜日に収集します

　 令和６年　７月１５日（海の日）
　　 　　　　８月１２日（振替休日）　　　
　　 　　　　９月１６日（敬老の日）　　　
　　 　　　　９月２３日（振替休日）　　　
　　 　　　１０月１４日（スポーツの日）　
　　 　　　１１月　４日（振替休日）　
　 令和７年　１月１３日（成人の日）　　　
　　 　　　　２月２４日（振替休日）　　　

※資源ごみは翌週の同じ曜日に収集します。

月曜祝日の燃やせるごみは
翌日の火曜日に収集します。

　 令和６年　７月１５日（海の日）
　　 　　　　８月１２日（振替休日）　　　
　　 　　　　９月１６日（敬老の日）　　　
　　 　　　　９月２３日（振替休日）　　　
　　 　　　１０月１４日（スポーツの日）　
　　 　　　１１月　４日（振替休日）　
　 令和７年　１月１３日（成人の日）　　　
　　 　　　　２月２４日（振替休日）　　　
※資源ごみは翌週の同じ曜日に収集します。

生ごみなどのコンポスト容器
の購入助成について

　市では、生ごみ等の減量化・堆肥化を目的に、
コンポスト容器を購入する方に費用の一部を助成
しています。なお、予算に限りがありますので、
購入前に市役所へご相談下さい。
　【指定販売店】ヒシサンホーマ、㈱ヤマレン、
　　　　　　　 マルココバヤシ、ベスト電器根室店、
　　　　　　　 ＤＣＭホーマック㈱根室店、
　　　　　　　 ㈱エネサンス北海道根室支店　
　【助 成 金 額 】130 リットル未満　1,000 円
　　　　　　　 130 リットル以上　3,000 円
　　　　　　　 電動式　購入金額の 6 割
　　　　　　　　　　　　（上限 3 万円）
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４４月月２０２０日日（土）（土）
９９時 〜時 〜２０２０時時

　令和４年６月から工事を進めてきた根室市役所新庁舎は
本年３月に完成しました。
　新庁舎の開庁はゴールデンウィーク明けの５月７日（火）を予定していますが、開庁前の新庁
舎を皆さまにご覧いただくための内覧会を開催します。
　事前のお申し込みは不要で参加無料となっています。お気軽にご参加ください。

■ 順路に沿った自由見学となります。 
入場を制限する場所がありますので、職員
の指示に従って見学をお願いします。

■ 車でお越しの方は庁舎正面駐車場をご利用
ください。

■ 発熱や体調不良の場合、参加をご遠慮いた
だくようお願いします。

■ 内覧会の様子をホームページ等で掲載する
場合がありますので、ご了承ください。

市庁舎整備推進課庁舎整備推進担当　☎️（２３）６１１１番　内線２２３９

新庁舎内覧会開催のお知らせ

問合先

日時

４階 議場 ４階 市民交流サロン
（防災啓発コーナー）

１階 防災ギャラリー
（ふるさとギャラリー）

１階 窓口

申込・参加料申込・参加料
不要不要

根室市役所新庁舎根室市役所新庁舎はは
５５月月７７日日（火）（火）にに開庁開庁しますします

15　　広報ねむろ４月号
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ヒグマヒグマにに

 注 意！ 注 意！

　山菜採りのシーズンとなり、人が野生
動物の暮らす野山に入る機会が増える 
季節となりました。野山に出掛ける際は、
家族や知人などに行き先を知らせておき
ましょう。
　また、ヒグマの目撃地区への立ち入り
はできるだけ避け、ヒグマ対策を心掛け
るなど、十分に気を付けてください。

春のヒグマ注意特別期間　4月1日～ 5月31日

ヒグマに 遭 遇しないために
① ヒグマの出没状況などについて、根室市ホーム

ページや公式ＬＩＮＥなどを活用し、事前に情報 
収集する

② できるだけ一人で野山に入らず、複数人で行動する

③ 野山では鈴やラジオを携帯し、音を出しながら歩く

④ ヒグマの生息域では、 薄暗いときには行動しない
ようにする

⑤ 糞や足跡などの痕跡がないかヒグマの存在を
意識し、痕跡を見つけたら引き返す

⑥ ゴミ出しのルールを守り、放置しない

10

Ｒ１ R ２ R ３ R ４

20

44
48 49

30

40

（件）

年度別
ヒグマ目撃件数

地区別

ヒグマ目撃件数（令和５年度）

市内地区
3.1％

昆布盛
 9.4％

落石東・落石西  落石東・落石西  
7.37.3％％

西厚床・明郷  
3.1％

槍昔・湖南
 3.1％

花咲港  3.1％

春国岱  1.0％

（年度）

東梅   11.5％

長節・浜松
  7.3％

お墓参りお墓参りをする際のをする際のお願いお願い
墓地にお供え物を置いたままにすると、それを食べたヒグマが居ついてしまう危険があります。
墓地へのお供え物は必ずお持ち帰りください。

ヒグマを目撃したらすぐにご連絡ください！！

市農林課（23）6111 番（内線 2264・2267）/ 根室警察署（24）0110 番

（令和６年3月20 日現在）

平成21年度の統計開始以降、
最多を記録しています。

R ５

61

50

牧の内  8.3％

東和田・西和田
 14.6％

96

90

～
60

～

歯舞・豊里
4.2％

酪陽・川口
7.3％

別当賀・初田牛
16.7％
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町 会町 会

問合先　
　●根室市町会連合会事務局（市役所内）　TEL：24-9066（FAX 共通）
　●市生活環境課交通市民生活担当　　　  TEL：23-6111（内線 2123）

　東日本大震災を契機に、「自主防災組織づく
り」をはじめとする「地域の絆づくり」が重要
視され、子供や高齢者はもとより、住民が安全・
安心に暮らしていくための「支え合い」「助け
合い」「声かけ」「見守り」などによる「顔の見
える地域づくり」の構築が求められています。

　根室市と根室市町会連合会は、町会への加入を推進しています。
　町会は、高齢者や子どもの見守り、防災・防犯活動、環境美化活動などの
自主活動を通じて、市民誰もが安心・安全で快適に暮らせる地域社会の構築
に大きく寄与しています。
　『安全で住みよいまち』をともに築いていくためにも、皆さまのご入会を心
よりお待ちしています。

17　　広報ねむろ４月号

に加入しませんか？

レクリエーションや盆踊りなど
を通じ、会員同士の交流を深め
ているほか、文化・伝統の継承
に取り組んでいます。

廃品回収や市の一斉清掃、資源
回収袋の配布などを通じ、市が
推進する廃棄物の循環型社会の
構築に寄与しています。

高齢者に対する長寿のお祝いや、
新入学児童へのお祝いなどを
行っています。

交通安全旗の設置や、市民交通
傷害共済加入を取りまとめるな
ど、交通安全啓発に取り組んで
います。

自主防災組織の設置による防災・
減災対策や、住民同士の「声掛け」
などを通じ、安全・安心な生活
環境を構築しています。

市や町会の広報紙を配布するな
ど、暮らしに必要な情報伝達の
役割を果たしています。

いざというときにいざというときに

町会の活動内容町会の活動内容

　特に根室市は、「根室沖の巨大地震の発生確率
が８０％程度、また、M８．８以上の超巨大地
震の発生も切迫している」と評価されています。
　“ いざ ” というときに共助の力が最大限発揮
できるよう、町会に加入し、日頃から住民同士
のつながりを保ち、交流を深めていきましょう。
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半世紀の歴史響かせ
　ねむろ太鼓保存会の発足 50 周年を記念した公演『鼓
響（こきょう）』が開かれ、総合文化会館大ホールを埋
め尽くす市民らを迫力ある演奏で魅了しました。
　ねむろ太鼓保存会は根室初の郷土芸能団体として、昭
和４８年に根室太鼓運営委員会として発足したことがは
じまり。昭和５８年より現在の団体名で活動しており、
根室出身の作曲家飯田三郎先生が作曲した「北方領土復
帰祈願太鼓」「出漁祝い豊漁祈願太鼓」などの演奏を観
光イベントや全国の物産展等で披露し、当市の返還要求
運動や観光ＰＲを支えてきました。平成２６年には根室
市文化賞が贈られています。
　４０周年以来、１０年ぶりとなった単独公演では飯田
先生作曲の 2 曲のほか、オリジナル曲などアンコール
含め１３曲が披露され、半世紀の歴史を背負った力強い
演奏に客席からは万雷の拍手が送られました。

Town N ews

広報ねむろ 4 月号　　18
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　語呂合わせで「さかなの日」とされる３月７日に合わ
せ児童生徒に地元水産物を楽しんでもらおうと、市など
でつくるねむろ水産物普及推進協議会では、市内事業者
の協力のもと「玉冷ほたて」を小・中・義務教育学校全
１２校へ提供し、「ホタテ入り和風チャウダー」として
振る舞われました。このうち花咲小３年生のクラスでは、
児童が「ほたての食感も味もおいしい」などと話しなが
ら味わい、列をつくってお代わりする姿も見られました。

「さかなの日」に地元食材を味わう
3/7　「さかなの日」給食食材提供

「北前船」とひがし北海道との関係を学ぶ

スポーツの功績たたえ

3/16　北前船寄港地フォーラムinひがし北海道講演会

3/17　令和５年度根室市スポーツ奨励賞表彰式

　江戸時代中期から明治時代にかけて北海道と関西方
面を日本海航路で往来した商船「北前船」と道東の関わ
りを学ぶ講演会が開かれました。小樽商科大学の高

た か の

野
宏
ひ ろ や す

康客員研究員が講師となり、北前船が各地を結び、人・
モノ・文化の交流が行われたことなどを説明。「『北前
船の視点』で歴史を読み解くと寄港地に関係性が見え
てくる」と指摘し、北前船による広域的なつながりを
生かした地域・観光振興ができると強調しました。

　根室市スポーツ奨励賞表彰式が行われ１団体４個人
へ賞が贈られました。今年は光洋中卓球部男子の８人、
柔道の乱

ら ん ば し

橋幸
こ う き

季さん、浜
は ま べ

辺悠
ゆ づ き

月さん、水泳の石
い し が き

垣憧
しょう

さ
ん、ブレイクダンスの滝

た き ざ わ

澤きらりさんが受賞。波岸教
育長から受賞者へ賞状とメダルが手渡されると、受賞
者を代表し、光洋中卓球部部長の長

は せ が わ

谷川晴
は る と

翔さんが「こ
れからも仲間と一緒に練習し、活躍できるよう頑張っ
てまいりたい」と力強く挨拶しました。

　令和４年に図書館から総合文化会館内に移転した「飯
田三郎資料展示室」で小中学生によるミニコンサートが
開かれました。移転にあわせ、音の反響の向上やスピー
カーを設置するなど小規模な演奏会を行えるよう改修
しており、コンサートは今回が初開催。小学校の卒業式
だったこの日は、小学校を卒業した４人と中学校を卒業
した１人がバイオリンやチェロと歌を披露し、駆けつけ
た恩師や家族が美しい音色に耳を傾けました。

飯田三郎資料展示室で初のコンサート
3/19　飯田三郎資料展示室「卒業記念ミニコンサート」
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「
第
１
回
が
ん
検
診
・
特
定
健

康
診
査
」
を
実
施
し
ま
す

　
令
和
６
年
度
第
１
回
が
ん
検
診
・

特
定
健
康
診
査
・
風
し
ん
抗
体
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
希
望
す
る
検
診
の
み

を
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
な

お
、
喀
痰
検
診
は
事
前
予
約
制
に
な

り
ま
す
。

※
受
診
は
年
度
内
１
回
の
み
で
す
。

【
が
ん
検
診
】 

対　
40
歳
以
上
の
市
民
（
前
立
腺
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
50
歳
以
上
の
男

性
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

に
つ
い
て
は
16
歳
以
上
の
方
）

料　
胃
が
ん
検
診
１
︐
０
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
）
３
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
）
７
０
０
円
、

大
腸
が
ん
検
診
５
０
０
円
、
前
立
腺

が
ん
検
診
２
︐
３
１
０
円
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
５
０
０
円
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査 

無
料

※
免
除
規
定
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定　

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー・各
日
１
０
０
名
／
落
石
会
館・

20
名
／
厚
床
会
館
・
40
名

【
特
定
健
康
診
査
】

対　
40
歳
~
74
歳
ま
で
の
根
室
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
社
会
保

険
被
扶
養
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
、
生
活
保
護
受
給
者

料　
無
料
（
た
だ
し
、
社
会
保
険
被

扶
養
者
の
方
は
一
部
費
用
負
担
が
あ

り
ま
す
。）

【
風
し
ん
抗
体
検
査
】

対　
昭
和
37
年
４
月
２
日
~
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

料　
無
料

※
検
査
に
は
抗
体
検
査
の
ク
ー
ポ
ン

券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方

は
予
約
時
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

【
共
通
事
項
】

日
・
受
付
時
間
・
場

●
５
月
16
日
㈭　

６
時
~
６
時
30

分
・
落
石
会
館
／
８
時
30
分
~
９
時

30
分
・
厚
床
会
館

●
５
月
17
日
㈮
~
19
日
㈰　
６
時
30

分
~
７
時
／
７
時
15
分
~
７
時
45
分

／
８
時
~
８
時
30
分
／
８
時
45
分
~

９
時
15
分
／
９
時
30
分
~
10
時
・
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

申
込
期
間　
４
月
５
日
㈮
~
15
日
㈪

申
・
問　
市
健
康
推
進
課
健
康
推
進

担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
４
０
・
２
１
１
８

女
性
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
を
募
集

　
女
性
の
観
点
・
立
場
か
ら
あ
ら
ゆ

る
課
題
を
取
り
上
げ
、
生
活
に
役
立

つ
知
識
な
ど
を
学
習
し
、
地
域
の
活

力
を
高
め
る
女
性
の
活
躍
の
場
を
創

出
し
ま
す
。

日　
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
毎
月

１
回
程
度
、木
曜
日
10
時
~
正
午（
予

定
）

場　
総
合
文
化
会
館
ほ
か

対　
根
室
市
在
住
の
女
性
の
方

料　
年
額
１
︐
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
を
除
く
）

定　
50
名

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈪
よ
り
随
時

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

「
移
動
公
民
館
講
座
」
を
開
催

し
ま
せ
ん
か

　
市
公
民
館
で
は
、
お
住
い
の
地
域

に
あ
る
会
館
な
ど
を
利
用
し
、﹁
移

動
公
民
館
講
座
﹂
で
様
々
な
講
座
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

開
催
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付　
平
日
９
時
~
17
時

問　
市
公
民
館
事
業
担
当

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
２
３
）
６
１
７
２
番

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る  

10
の
ポ
イ
ン
ト

市
消
防
本
部

　
℡
（
２
4
）
3
1
6
３
番

いのちを守る１０のポイント

４つの習慣
・寝たばこは、絶対にやめましょう。

・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用しましょう。

・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火
を消しましょう。

・コンセントのほこりを清掃し、不必要なプラグ
は抜きましょう。

６つの対策
・安全装置の付いたガスこんろを使用しましょう。

・住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を
目安に交換しましょう。

・寝具や衣類は防炎製品を使用しましょう。

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
等を設置しましょう。

・お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避
難方法を確保しましょう。

・防火、防災訓練などに参加し、地域ぐるみの防
火対策を行いましょう。

　火災の発生しやすい時季を迎え、消防本部では
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の
発生と財産の損失を防ぐため、春の根室市火災予
防運動を実施します。火災は、一人ひとりの心が
けで防げます。被害を最小限に食い止めるため、
ご家庭で「住宅防火  いのちを守る "１０のポイ
ント"」に注意し、火災を予防しましょう。

春の根室市火災予防運動

～全国統一防火標語～

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」

4月20日㈯～30日㈫

はしご車搭乗体験を行いますはしご車搭乗体験を行います
と　き　と　き　４４月月２２１１日（日）日（日）
　　　　　　　　９９時時３３００分 ～分 ～１１１１時時３３００分分
ところ　ところ　消防本部車庫前消防本部車庫前

※市役所駐車場をご利用ください。※市役所駐車場をご利用ください。
※※災害発生時や気象状況などにより、中止となる場合があります。災害発生時や気象状況などにより、中止となる場合があります。
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市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
団
地　
宝
林
団
地
、駒
場
団
地
、

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
明
治
団
地
、
光
洋
団

地
１
~
７
号
棟
、
西
浜
団
地
（
西
浜

町
４
丁
目
所
在
の
み
）、
琴
平
団
地
、

望
洋
団
地

募
集
期
間　
４
月
８
日
㈪
~
16
日
㈫

９
時
~
17
時
（
土・日
曜
日
を
除
く
）

抽
選
会　
４
月
17
日
㈬
10
時
30
分
~　

総
合
文
化
会
館

※
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
抽

選
会
の
日
程
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
各
団
地
の
入
居
順
位
を
決
め
る
抽

選
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
申
込
者
お

よ
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
あ
る
場

合
は
入
居
を
認
め
ま
せ
ん
。

※
入
居
資
格
・
申
請
の
手
続
き
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
市
建
築
住
宅
課
市
営
住
宅

担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
９
５
・
２
２
９
６

春
の
全
市
一
斉
清
掃
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

　
冬
の
汚
れ
を
一
掃
し
、
住
み
よ
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
﹁
春
の
全
市
一

斉
清
掃
﹂
を
行
い
ま
す
。
市
民
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
５
月
12
日
㈰
７
時
30
分
~
９
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
週
へ
順
延
、

２
週
連
続
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
と

し
ま
す
。

※
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
実
施
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
４
月

15
日
㈪
~
26
日
㈮
ま
で
に
、
実
施
計

画
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
２
７
~
２
１
３
０

令
和
６
年
度
根
室
市
文
化
祭

実
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
す

　
文
化
祭
の
運
営
に
つ
い
て
話
し
合

う
、
第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
実
行
委
員
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
部

門
に
参
加
を
希
望
す
る
団
体
の
代
表

者
な
ど
は
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
４
月
26
日
㈮
19
時

場　
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

「
音
訳
（
朗
読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
」
受
講
生
を
募
集

　
視
覚
障
が
い
の
方
に
、
広
報
紙
な

ど
を
音
読
・
録
音
し
、
情
報
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日　

５
月
23
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜

日
、
全
12
回
／
10
時
~
正
午

場　
総
合
文
化
会
館

対　
音
訳
（
朗
読
）
に
興
味
の
あ
る

市
内
在
住
の
方

受
講
料
・
教
材
費　
無
料

講
師　
根
室
音
訳
奉
仕
友
の
会
﹁
花

あ
か
り
﹂
会
員

定　
10
名
程
度

内
容　
発
音
・
発
声
・
音
読
練
習
な
ど

申
込
期
限　
５
月
20
日
㈪

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

林
野
火
災
予
防
強
調
期
間

４
月
10
日
～
５
月
20
日

　
全
国
的
に
降
水
量
が
少
な
く
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
多

く
の
林
野
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
原
因
の
多
く
は
、
タ
バ
コ
の
不
始

末
や
ゴ
ミ
焼
き
な
ど
人
為
的
に
よ
る

も
の
で
、
山
を
訪
れ
る
方
々
の
予
防

意
識
が
大
切
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
林
野
火
災

を
防
ぎ
、
大
切
な
緑
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

問　
根
室
市
林
野
火
災
予
消
防
対
策

協
議
会
事
務
局
（
市
農
林
課
内
）

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番　

内　
２
２
６
７

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

温水プールからのお知らせ 申込・問合先　市温水プール　☎（22）3543番

教　室　名 対　象 内　容 期　間 定 員 時　間 申込期間
 ※水泳クラブ所属者を除く

幼児ラッコさん
コース

3～５歳の幼児
※ 2019年 4月 2日～
　2021年 4月 1日生 水慣れ・水遊び

５月２１日 ～６月１８日
（毎週 (火)　全５回） 10名 15：15～

16：00
チビッ子水泳教室 令和７年度

就学の幼児
５月１６日 ～６月１３日
（毎週 (木)　全５回） 10名

とんぎょコース 小学1～ 3年生 水慣れ・浮くこと
初歩の背泳ぎ

５月１５日 ～７月３日
（毎週(水)(金)　全15回） 15名 16：00～

17：00やまべコース 小学4～ 6年生 初歩のクロール
その他の泳法

５月１６日 ～７月４日
（毎週(火)(木)　全15回） 10名

　  　 ※学生を除く

水中運動教室

一般市民　　　
（再受講可）

水中ウォーキング
水中運動

５月１６日 ～７月４日
（毎週(火)(木)　全15回） 15名 　9：45～

10：45

大人の水泳教室
【初級】【中級】

【初級】
クロール・背泳ぎ

【中級】
平泳ぎ・バタフライ

５月１５日 ～７月３日
（毎週(水)(金)　全15回）

計　
15名

10：30～
11：30

ストレッチ運動教室　　
【午前】

研修室での
ストレッチ運動

５月１５日 ～７月３日
（毎週(水)(金)　全15回） 15名 　9：30～

10：30

※１）受付期間中に申し込み後、申込書提出期間中に温水プール受付で申込書を記入してください。
※２）定員を超える申し込みがあった場合は、くじ引き抽選を行います。

【受付】
4月16日（火）
～21日（日）

【申込書提出】
4月23日（水）
～29日（日）

【受付】

【申込書提出】

子どもの部

おとなの部

4月16日（火）
～21日（日）

4月23日（水）
～29日（日）
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小
鳥
の
小
道
さ
ん
ぽ
「
春
の

花
ず
か
ん
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

図
鑑
用
紙
と
マ
ッ
プ
を
受
け
取

り
、
小
鳥
の
小
道
（
１
.
４
㎞
）
を

歩
き
な
が
ら
、
お
花
を
探
し
ま
す
。

　
花
の
名
前
や
観
察
し
て
気
が
付
い

た
こ
と
を
書
き
込
み
、
自
分
だ
け
の

図
鑑
を
完
成
さ
せ
よ
う
。

日　
５
月
３
日
㈮
㈷
~
６
日
㈪
㈷

受
付
時
間　
10
時
~
16
時

※
17
時
で
終
了
し
ま
す
。

実
施
場
所　
東
梅
自
然
学
習
林

対　
ど
な
た
で
も

持
ち
物　
長
靴
、長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、

帽
子
、
筆
記
用
具

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
当
日
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
受
付

問　

春
国
岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ
イ

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
５
）
３
０
４
７
番

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
で
き

ま
す
。

※
縦
覧
と
は
、
自
分
と
他
の
方
の
土

地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
し
、
評

価
額
が
適
正
で
あ
る
か
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
の
場
所　
税
務
課
課
税
担
当

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈪
~
６
月
５

日
㈬
（
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間　
９
時
~
17
時

問　
市
税
務
課
課
税
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
５
４
・
２
１
５
５

「
一
般
曹
候
補
生
・
予
備
自
衛

官
補
・
一
般
幹
部
候
補
生
」

を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
一
般
曹
候
補
生
、

予
備
自
衛
官
補
お
よ
び
一
般
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
、
資
格
、
試
験
日
お
よ
び
会
場

●
一
般
曹
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
隊
）

33
歳
未
満
／
５
月
18
日
㈯
／
陸
上
自

衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

18
歳
以
上
52
歳
未
満
／
４
月
13
日
㈯

／
陸
上
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

18
歳
以
上
で
保
有
資
格
な
ど
に
応
じ

53
歳
~
55
歳
未
満
／
４
月
13
日
㈯
／

陸
上
自
衛
隊
帯
広
駐
屯
地

●
一
般
幹
部
候
補
生
（
大
卒
程
度
）

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大
卒
者
ま
た

は
22
歳
以
上
28
歳
未
満
の
大
学
院
修

士
課
程
修
了
者
／
４
月
20
日
㈯
／
釧

路
市
内

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員
（
予
備

自
衛
官
補
は
非
常
勤
）

※
受
付
期
間
お
よ
び
年
齢
計
算
期
日

は
種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

令
和
６
年
度
調
理
師
試
験
を

実
施
し
ま
す

日　
８
月
22
日
㈭
13
時
30
分
~
16
時

場　
釧
路
市
な
ど
道
内
８
か
所

試
験
科
目
お
よ
び
試
験
方
法　
食
文

化
概
論
、
公
衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、

食
品
学
、
食
品
衛
生
学
、
調
理
理
論

／
筆
記
試
験

受
付
期
間　
５
月
７
日
㈫
~
17
日
㈮

受
験
手
数
料　
６
︐
９
０
０
円
（
北

海
道
収
入
証
紙
）　

※
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
は
、
保
健
所
で
配
付
し

て
い
ま
す
。

問
・
受
付
先　
根
室
保
健
所
企
画
総

務
課
企
画
係

☎
（
２
３
）
５
１
６
１
番

道
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

世
帯
向
け
一
般
住
宅　
花
咲
団
地
１

号
棟
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸

子
育
て
支
援
住
宅　
で
あ
え
~
る
明

治
団
地
１
号
棟
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
（
小

学
校
就
学
前
の
子
が
い
る
こ
と
・
入

居
期
限
付
き
）

※
一
人
世
帯
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
賃　

２
１
︐
３
０
０
円
~
８
３
︐

０
０
０
円
（
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ

て
変
動
し
ま
す
。）

募
集
案
内
配
布　
４
月
１
日
㈪
~
12

日
㈮
（
土
・
日
除
く
）

入
居
申
込
受
付　
４
月
８
日
㈪
~
12

日
㈮
（
土
・
日
除
く
）

抽
選
日　
４
月
18
日
㈭
（
予
定
）

入
居
可
能
日　
５
月
中
旬
（
予
定
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

は
４
月
８
日
㈪
９
時
か
ら
12
日
㈮
17

時
ま
で
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
受
付
期
間
な
ど
は
、
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
年
度
内
の
入
居
補
欠
者
の
決
定
は

行
い
ま
せ
ん
。
空
き
家
が
発
生
し
た

場
合
は
、
改
め
て
募
集
し
ま
す
。

※
入
居
予
定
者
の
い
ず
れ
か
が
、
道

営
住
宅
に
か
か
わ
る
未
納
の
家
賃
、

駐
車
場
使
用
料
お
よ
び
損
害
賠
償
金

な
ど
が
あ
る
場
合
や
、
入
居
予
定
者

の
い
ず
れ
か
が
暴
力
団
員
で
あ
る
場

合
は
、
入
居
を
認
め
ま
せ
ん
。

申
・
問　
道
営
住
宅
（
根
室
市
）
指

定
管
理
者　
渡
辺
建
設
工
業
㈱
惣
万

☎
（
２
３
）
５
２
９
１
番

市ホームページ 市フェイスブック ねむろメール登録

ピアノ５重奏演奏会を開催します

6月16日㈰　総合文化会館小ホール
　開場：14時30分　開演：15時　

【問合先】市総合文化会館事業担当　☎ 24-3188 番

【　一　般　】前売り 2,000 円 ／ 当日 2,500 円
【高校生以下】前売り 1,000 円 ／ 当日 1,500 円

チ ケ ッ ト 料 金

４月 15 日㈪から、総合文化会館事務室で販売します。
　※販売時間　9 時～ 21 時

チ ケ ッ ト 販 売 期 間 ・ 場 所

●札幌交響楽団
　・斎藤正樹（Contrabass ／ 根室市出身）
　・桐原宗生（1st.Violin）　・土井奏（2nd.Violin）
　・物部憲一（Viola）　　　・猿渡輔（Cello）
●北海道教育大学釧路校 非常勤講師
　・木下太陽（Piano）　　　・木原奈津子（Piano）

演 　 奏 　 者

札響団員と道東のピアニストによる
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

長
い
戦
争
が
終
わ
っ
た
翌
年
の
昭
和
21
年
春
、根
室

町
の
人
々
は
主
食
の
配
給
が
滞
り
、食
糧
が
底
を
つ
い

て
き
た
た
め
、芋
粥
に
昆
布
を
混
ぜ
る
程
度
の
粗
食
で

よ
う
や
く
飢
え
を
凌
い
で
い
た
。こ
の
頃
の
根
室
新
聞

は
「
戦
慄
す
べ
き
実
状　

餓
死
寸
前
の
二
万
町
民
」な

ど
と
悲
壮
感
漂
う
文
字
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。

　

５
月
に
は
「
米
よ
こ
せ
騒
動
」が
勃
発
し
た
。北
斗

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
町
民
が
大
勢
集
ま
り
、ム
シ

ロ
旗
を
掲
げ
て
「
米
よ
こ
せ
」の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
折
に
、隣
村
か
ら
念
願
の
援
助
物
資
が
届

い
た
。送
り
主
は
「
別
海
壮
年
研
究
会
」。原
野
で
収
穫

し
た
イ
モ
百
俵
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。そ
こ
に

は
「
根
室
の
悲
惨
な
状
況
に
心
を
痛
め
て
お
り
ま
す
。

わ
ず
か
な
量
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
で
一
息
つ
い
て

下
さ
い
」と
い
う
内
容
の
封
書
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

当
時
の
岸
田
町
長
が
「
ま
っ
た
く
有
難
い
こ
と
で

す
。今
度
は
こ
ち
ら
か
ら
根
室
の
魚
を
送
り
ま
す
」と

返
事
を
し
た
た
め
た
そ
う
だ
。

　

食
品
以
外
の
物
資
も
不
足
し
て
い
た
が
、当
時
、

定
基
町
に
あ
っ
た
老
人
ホ
ー
ム
「
隣
保
院
」に
米
国

の
さ
る
団
体
か
ら
衣
類
が
届
い
た
。こ
れ
が
「
ラ

ラ
物
資
」と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、こ
の
団
体
名
が

「
L
i
c
e
n
s
e
d  

A
g
e
n
c
i
e
s  

f
o
r 

R
e
l
i
e
f   

i
n  

A
s
i
a
」。こ
の
各
単
語
の

頭
文
字
を
と
っ
て
「
ラ
ラ
」と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
だ

そ
う
だ
。

餓
死
寸
前
だ
っ
た
根
室
町
民

問 根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター℡（25）3047 番
記事：レンジャー 掛下尚一郎（（公財）日本野鳥の会所属）

日本最小のキツツキは珍しい鳥？

室では日本最大のキツツキと日本最小
のキツツキが生息しています。最大の

キツツキは、体長 46cm でハシボソガラスを
一回り小さくした大きさのクマゲラです。国
の天然記念物にも指定され、絶滅も心配され
ていることからご存じの方もいらっしゃるか
と思います。日本では北海道と東北にだけ
生息していますが、世界に目を向けると西は
ヨーロッパから東はカムチャツカ半島まで広
く帯状に分布しています。
　一方、最小のキツツキは、スズメほどの大
きさのコゲラです。日本全国に生息しており、
根室でも東梅自然学習林や明治公園はもちろ
ん、家の庭木でも見かけることがあります。
英 語 で は Japanese Pygmy Woodpecker（ 日
本の小さなキツツキ）といわれており、日本
を中心に、朝鮮半島や中国の東部ととても狭
い範囲にしか分布していません。日本人には
とても身近なキツツキの一種ですが、海外の
バードウォッチャーにとってはとっても珍し
い鳥なのです。
　先日、ネイチャーセンターに来館された方
がキツツキを観察していた外国人に、他の鳥
を見つけたので教えたらキツツキをずっと観
察したまま話を聞いてもらえなかった、と
いっていました。もしかしたらコゲラを探し
ていたのかもしれないですね。

根

　「ギィー」という特徴的な鳴き声が聞こえ
たら木の上の方を探してみてください。ちょ
こちょこと木の幹をのぼる小さくかわいらし
いコゲラを見つけることができるはずです。
　そして、これからの時期、コゲラをはじめ
野鳥たちにとって大切な繁殖のシーズンで
す。もし子育てをしている鳥たちを見かけて
も、近づいたり、長時間観察したりせず、素
知らぬふりで見守るようにしましょう。

（写真１）コゲラの全長は約15cm。海外のバードウォッチャ
ーは日頃大きなキツツキはよく見ているようで、
小さなキツツキを見られることも嬉しいようです。

（写真２）正面顔もかわいらしいコゲラ。
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子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
4月26日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
4月11日㈭
14時～17時
会　総合文化会館婦人活動室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）
※要件によっては無料相談可

●行政相談
4月17日㈬
13時30分～15時30分
会　市役所地下和室（担当：総務省 
　　行政相談委員　伊藤・奥田）
問　釧路行政監視行政相談センター
☎ 0154（23）1100番
●釧路年金事務所相談【要予約】
4月23日㈫13時～17時
4月24日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（25）1521番
●お酒でお悩みの方相談
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●ことばの相談【要予約】
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165）

●教育相談
子ども教育相談 9時～17時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
4月11日㈭・25日㈭
11時～14時30分
会　総合文化会館特別会議室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
5月1日㈬10時～16時
※事前予約制です
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番

各種相談窓口

健診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード行政 pt 対象事業です。

市役所の健診・健康相談　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 4月10日㈬ 12時10分～12時30分 会場：児童デイサービスセンター

9・10カ月児健康相談 4月19日㈮ 13時00分～13時50分 会場：図書館

１歳６カ月児健診 4月18日㈭ 12時00分～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 4月11日㈭ 12時00分～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

ファーストバースデイ すくすく健康相談・５歳児相談 は個別相談とします

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
（祝日を除く） 9時～17時 電話または直接、子育ての不安や悩

みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：令和6年４月１日まで
に満１歳になられているお子さん

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所 /こまば保育所
一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨ
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週水曜日

【第１・３・５水曜日】
9時15分～11時30分

【第２・４水曜日】
14時15分～16時30分

会場：つどいの広場クルクル
遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。

ふれあい
１歳６カ月～就学前の親子 毎週木曜日 9時15分～11時30分

いこ～よ
１歳６カ月～就学前の親子 4月18日㈭ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場クルクル
「ピース」
０～３歳までの親子

月曜日～金曜日
（水・木は午後のみ）
※18日㈭は午前もあります。

午前：9時15分～11時30分
午後：14時15分～16時30分
 ※12時～13時は閉館します。

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相談
も受け付けています。（初回登録制）

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

4月10日㈬

5月8日㈬（予定）
10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。
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市立根室病院  ☎（24）3201 番

病院ガイド
受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科　

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）4 月5 日・19 日 ※要予約
心臓血管外来　4 月11日・２5 日 ※要予約
整形外科　★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00
予約
4月1日
　15日

予約
4月3日
　17日

膝・リウマチ外来　４月４日・１８日
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科　★原則、予約診療となります。

 8:30 ～11:00 予約
10：30まで

予約 予約
10：30まで

予約 予約

泌尿器科　★金曜日は第1・3・5週のみ診療しています。

 8:30 ～11:00 ○ 予約 ○ ○
第1・3・5週

13:30 ～15:00 予約

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です。

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ 予約
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科　★金曜日は10時までの受付です。

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○
4月4日

○
4月5日

13:30 ～15:00 ○ ○ ○
4月4日

脳神経外科　★入院治療は取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○ 〇 ○ ○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

脳神経内科 ○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
4月12日

小
児
科
予
防
接
種
等

未就学児 ○
13:30~15:00

○
13:30~15:00

小学生以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳幼児健診 ○
13:00~13:30

慢性疾患 ○
14:00~15:30

【予約が必要な予防接種】
　乳児：BCG　　その他：二種混合ワクチン
　※上記以外の予防接種については予約不要です。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、13:30 からとなります。
※夜間救急外来は休診中のため、平日の時間内受診にご協力ください。
※感染症対策の一環として、外来制限等を行う場合がございます。
※院内では、これまで通りマスクの着用をお願いします。
※診療体制に変更が生じる場合がありますので、病院HPまたは院内掲示を

ご確認いただきますようお願いします。

日曜当番
　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

4月7日 岡田医院
☎（24）2651番 4月21日 道東勤医協ねむろ医院

☎（22）2563番

5月12日 トキワ医院
☎（24）3221番

※4月14日、28日、5月5日の日曜
当番はお休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

（予約制）

※不整脈外来は令和６年７月をもって終了します。

　

『
健
診
』
と
『
検
診
』。「
漢
字
が
違
う
け
ど
、

ど
う
違
う
の
？
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

『
健
診
』
は
、
自
分
の
体
が
健
康
で
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
り
、『
検
診
』
は
、

が
ん
等
の
病
気
が
な
い
か
ど
う
か
特
定
の
病
気

を
調
べ
る
も
の
で
す
。
ど
ち
ら
も
自
分
の
体
や

日
頃
の
生
活
習
慣
と
向
き
合
う
機
会
と
な
り
、

定
期
的
に
受
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

根
室
市
で
は
、
例
年
、
5
月
、
10
月
、
2
月

に
集
団
に
て
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
や
、
が
ん
な
ど
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
病
気
は
、
早
期
に
は
無
症
状
の
こ
と

が
多
い
た
め
、
定
期
的
に
『
健
診
』
と
『
検
診
』

を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、『
健
診
』
と
『
検
診
』
は
、
ど
ち
ら
も

受
け
た
後
の
行
動
が
大
切
で
す
。

　

受
診
し
て
か
ら
約
１
～
２
カ
月
後
、
医
療
機

関
か
ら
結
果
の
情
報
が
届
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
結
果
を
振
り
返
り
、
ご
自
身
の
生
活
習
慣
を

見
直
す
こ
と
で
病
気
を
予
防
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
り
、
精
密
検
査
が
必
要
な
方
は
医
療
機

関
に
受
診
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

1
年
に
一
度
、「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

た
め
に
『
健
診
』・『
検
診
』

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
師　

長
谷
川　

成
美

問  

市
健
康
推
進
課
健
康
推
進
担
当

　  

℡
（
２
３
）
6
1
1
1
番
（
内
線
2
1
1
8
）

保 健
だより

『
健
診
』
と
『
検
診
』
の
違
い
っ
て
？



　

４
月
よ
り
、
広
報
ね
む
ろ
の
編
集

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

根
室
が
よ
り
一
層
明
る
い
街
に
な
る

よ
う
、
広
報
を
通
じ
て
根
室
の
楽
し

い
こ
と
や
明
る
い
話
題
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

取
材
を
通
じ
て
、
皆
様
と
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
）

……… 編集後記 ………
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消
防
・
災
害
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

根室市の人口
令和6年3月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,045 世帯（  －6 ）
総人口： 22,882 人 （－42 ）

　（うち外国人 551人）

男　性： 10,956 人 （－15 ）
　（うち外国人 139人）

女　性： 11,926 人 （－27 ）
　（うち外国人 412人）

ー 令和6年2月　１カ月の転出入等 ー

転入： 41 人 出生： 6 人

転出： 52 人 死亡： 35 人

その他の増減：－2 人

令和７年４月１日採用令和７年４月１日採用

根室市職員募集（第Ⅰ期）

【問合先】　市総務課職員担当　☎（２３）６１１１番　内線２２２５・２２２６

・一般事務職　　　　　　　　・一般事務職（障がい者）　
・一般事務職（社会福祉士）　　・保健師　　
・管理栄養士　　　　　　　　・介護認定調査員
・介護支援専門員　　　　　　・保育士
・水産技師（増養殖系）　　　　・土木技師　　
・建築技師

募集職種

第一次試験日 受付締切

根室会場 ５月１８日（土）

※テストセンター方式による実施
地方会場

５月９日（木）
５月１０日（金）～５月２３日（木）

詳細はHPで ▶

ま
た
、
女
性
の
働
き
や
す
さ
に
も
心

を
砕
き
、
子
育
て
の
事
情
に
応
じ
て

柔
軟
な
勤
務
シ
フ
ト
を
用
意
す
る
ほ

か
、
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
る
有

磯
営
業
所
に
は
女
性
専
用
休
憩
室
・

ト
イ
レ
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

岡
さ
ん
は
12
月
か
ら
教
習
に
通

い
、
大
型
二
種
免
許
を
取
得
。「
車

体
感
覚
を
掴
む
の
が
難
し
か
っ
た
」

と
研
修
を
振
り
返
り
、
運
転
指
導
に

あ
た
っ
た
髙
本
雅
通
有
磯
営
業
所
長

は
「
優
し
い
運
転
と
接
客
を
す
る
乗

務
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
目

を
細
め
ま
す
。

　
「
バ
ス
運
転
手
は
男
性
の
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
が
、
女
性
も
活
躍
で
き
る

魅
力
あ
る
職
業
だ
と
伝
え
た
い
」
と

話
す
岡
さ
ん
は
「
運
転
席
に
私
を
見

か
け
た
ら
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
ほ
し

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

岡
おか

　詩
し お り

織	さん根室交通株式会社

路線バス路線バスでで女性ドライバー女性ドライバーががデビューデビュー

　

路
線
バ
ス
な
ど
を
運
行
し
「
市
民

の
足
」
を
担
う
根
室
交
通（
株
）で
、

こ
の
３
月
よ
り
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が

デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
岡
詩
織
さ
ん

は
「
安
心
・
安
全
に
目
的
地
に
お
届

け
し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

岡
さ
ん
は
平
成
31
年
４
月
、
当

初
、
受
付
窓
口
な
ど
を
行
う
事
務
員

と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。
転
機
は
昨

年
11
月
に
開
か
れ
た
バ
ス
の
運
転
体

験
会
へ
の
参
加
で
、
初
め
て
の
自
分

で
も
運
転
で
き
た
こ
と
や
全
国
的
に

バ
ス
運
転
手
が
不
足
す
る
中
「
地
域

や
会
社
に
貢
献
し
た
い
」
と
の
思
い

を
持
っ
た
こ
と
か
ら
運
転
手
を
目
指

す
こ
と
を
決
意
し
た
そ
う
で
す
。

　

同
社
の
運
転
手
の
数
は
現
在
、

ピ
ー
ク
時
の
約
半
数
と
な
る
22
名
。

運
転
手
確
保
の
た
め
、
免
許
取
得
費

用
の
助
成
制
度
な
ど
を
設
け
て
お
り
、

45mmｘ56mm

入会でお習字 
セット進呈中 

根根
室室
教教
室室  

毎毎
週週  

金金  

曜曜
日日  

新新
規規
生生
徒徒  

募募
集集
中中  

詳詳
しし
くく
はは  

  
  

  
  

  

かか
らら
ごご
連連
絡絡  

くく
だだ
ささ
いい  

L 
I 
N 
E 

新庁舎移転準備に伴う機器メンテナンス
のため、コンビニ交付サービスによる住民
票などの各種証明書の交付ができません。

コンビニ交付サービスコンビニ交付サービスのの停止停止

44 月月1212 日（金）　日（金）　1818 時時

 ～ ～ 1515 日（月）      日（月）      66 時時 3030 分分
　問：市市民課戸籍住民担当　
　☎（２３）６１１１番　内線２１２０～２１２２

※オンラインによる郵送交付をご利用ください。

停止期間

【問合先】　温水プール　　TEL ：２２ー３５４３番

●利用者は水着・水泳帽子・バスタオルを持参してください。
●幼児が利用する場合は、保護者も水着になり、一緒に入っ
    てください。
　※幼児については、おむつが取れていないと入れません。　
　　また、小中学生・高校生は保護者にはなれません。
●トレーニング室も同時に無料開放します。

55 //33（金）（金）～～ 55（日）（日）99：：3030 ～～ 1616：：3030

こどもの日
こどもの日３３daysdays

温水プール無料開放温水プール無料開放


